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　請願・陳情などは、基本的にいつでも提出できますが、年４回
（３・６・９・12月）開催される定例会で審議されますので、提出時期
等詳細については事前に議会事務局へお問い合わせください。

請願・陳情等の提出について

再生紙を
使用しています。

ベジタブルインクを
使用しています。

なお、本会議、予算特別委員会の模様は、
ケーブルテレビのふくチャンネル121ch
で生中継及び録画放送されます。

※議場は席によって温度差があるため、傍聴の際には温度調整が
　できるような服装でお越しいただくことをおすすめします。

編 集 後 記
　今号も、市議会だよりをご覧い
ただきまして、ありがとうござい
ました。

　今回の特集記事では、特別委員会、視察報告に加え、子育て
世代と議員とのクロストークを企画しました。今後も市民の皆
様に、議会をより身近に感じていただけるような紙面づくりに
努めていきたいと思います。　　　　　　　　 （堀川・中村）

　議員の寄附（お祝い等）については、出す側
ももらう側も、公職選挙法違反に問われます。
　市議会では改めて法令遵守の徹底を申し
合わせましたので、ご理解をお願い申し上げ
ます。

決算特別委員会（～24日）
全国競輪主催地議会議長会役員会、第123回臨時総会（大阪市）
北信越市議会議長会理事会、評議員会（富山市）
全国広域連携市議会協議会正副会長・監事・相談役会議、
理事会（東京都）
議会運営委員会
第45回福井県自治会館組合議会定例会
福井県後期高齢者医療広域連合議会定例会
全国市議会議長会第213回理事会、第105回評議員会（東京都）
第30回都道府県庁所在都市議長会定期総会（福井市）
定例福井県市町総合事務組合議会
議員全員協議会、議会運営委員会
新幹線・並行在来線等対策特別委員会
福井坂井地区広域市町村圏事務組合議会全員協議会、
第173回定例会（あわら市）
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選挙違反に問われる
「議員の寄附」禁止にご理解を

本会議

常任委員会

議会運営委員会

議員全員協議会

特別委員会

傍聴できる会議
総務、建設、教育民生、経済企業

予算
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お知らせ

４月１日 福井市は中核市に移行します
　市民に最も近い基礎自治体としてその自主性や自立性を高めることで、さらなる市民サービ
スの向上と人口減少社会や地域間競争に打ち勝つ活力ある地域づくりを実現するため、本市は
平成31年4月1日に中核市に移行することになりました。一方で、市民の声の中には明確な移
行理由が解りにくいとの意見が多数あることも事実です。
　そのため市では、①行政サービスの一元化と迅速化　②市民サービスの充実　③市民の健康や財産を守る体制づくり
④特色あるまちづくりの推進　⑤県都としての役割を果たすための機能強化　以上５つの分野別に項目を挙げ、中核市
移行の主な効果として広報することで理解を求めています。
　私たち福井市議会としても、同日に中核市移行となる山形市・甲府市・寝屋川市の動向を注視し、魅力ある中核市づ
くりに取り組んでいかなければならないと考えています。

No.２１２
平成31年2月10日発行

編集／発行
福井市議会だより編集委員会
福井市大手３丁目10番１号
TEL.0776-20-5506
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　2023年春、北陸新幹線が金沢駅から敦賀駅まで延伸され、新幹線と
並行する区間の在来線はＪＲから経営分離されます。経営分離される
と、在来線は地元自治体などが出資する第三セクター会社が引き受け、
列車運行を継続する場合がほとんどです。今後、北陸新幹線福井開業
までに、
　（１）並行在来線の運行計画や資金関係、利活用促進策
　（２）えちぜん鉄道や福井鉄道を含めた今後の鉄道全体のあり方
　（３）北陸新幹線福井開業に伴う鉄道沿線の観光の振興
などについて調査研究するため、昨年６月、本委員会を設置しました。

特
集
特
集

新幹線・並行在来線等
対策特別委員会

新幹線・並行在来線等
対策特別委員会

　観光列車は、車両自体に独特
の装飾を施すなど、通常の運行利

用とは異なる特色をもたせ、県内外
やインバウンドの観光需要を取り込
んで利用促進を図る効果があります。
観光に特化した列車の導入は、提供す
るサービス内容により経費が高額

となるため、十分に検討した上
で導入する必要があり

ます。

並行在来線については、石川県との県境
駅を境に鉄道会社が変わることになりますが、

利用者の乗り換えの手間をなくすため、両鉄道
会社の車両が双方の敷地内を相互乗り入れするこ
とが計画されています。また、県境駅をまたいで利
用する場合、双方の鉄道会社の運賃がかかることに
なりますが、経営分離前のＪＲ料金より割高になる
ため、両県がそれぞれ設置した基金などを財源と
して乗継割引を導入し、利用者の費用負担の

軽減を図ることが
今後協議される
予定です。

隣接するＩＲいしかわ鉄道との
相互乗り入れと乗継割引について

福井駅は中心市街地内に位置して
いる点を踏まえ、自動車の駐車や自転

車の駐輪状況、ハピリンとアオッサを結ぶ
にぎわいの連続性、新幹線開業による観光客
の増加を考慮し、駐車場、駐輪場、レンタサイ
クル、商業施設など駅周辺に必要な機能につ
いて協議されています。特に、北陸新幹線の
開業により交流人口の増加が見込まれる

ため、様々な利用形態に対応可能な駐
車場の配置について重点的に検

討が進められています。

福井駅の高架下利活用について

観光列車について

あいの風とやま鉄道

青森県青森市

　2023年春の北陸新幹線福井開業に伴い、ＪＲ西日本から経営分離される県内並
行在来線の調査研究をするため、石川県、富山県の先進地視察を行いました。
　まず、金沢市の「ＩＲいしかわ鉄道株式会社」を訪問し、七野社長より会社概
要、設立の経緯、利用状況、経営収支等についてお話を伺いました。現在の
17.8kmの営業区間では、一日の利用者が25,000人を超える黒字経営となってい
ます。今後は金沢以西、福井県境まで50km延伸する準備が進められており、相互乗り入れや乗継割引なども検討さ
れる予定です。利活用促進の取り組みとして、各種イベント電車の運行やＩＣカードの導入のほか、沿線住民や鉄道
ファンとの相互コミュニケーションを目的としたサポートクラブ「いしてつ愛あーるクラブ」を運営し、マイレール
意識を醸成しています。
　次に、富山市の「あいの風とやま鉄道株式会社」を訪問し、日吉社長より設立の経緯や経営状況等についてお話を
伺いました。営業区間は100kmで、ＩＲいしかわ鉄道、えちごトキめき鉄道との相互直通運転を行い、速達性向上の
ため「あいの風ライナー」を運行しています。また、スイーツ電車、ビール電車、ワイン電車などのイベント電車に
加え、2019年１月からは新たな観光客の取り込みを促進するため、観光列車「一万三千尺物語」を運行するとのこと
です。こうした企画や、新幹線から乗り継ぐ二次交通としての利用が伸びていることもあり、経営は健闘していると
のことですが、この先も堅調を維持できるのか課題はあります。
　今後、並行在来線会社は沿線人口の減少や少子高齢化といった課題を抱え、通勤・通学客は先細りが予想されます。
将来の値上げも想定され、利用者の減少を招きかねません。また、平成30年の大雪で除雪費用が膨らんだように想定
外のリスクもあり、経営安定には利用促進策や観光需要の開拓などを欠かすことはできません。
　本県も、2019年度には第３セクター会社設立の準備に入り経営計画が策定されますが、ＪＲからの資産譲渡などの
初期投資額は307億円、開業初年度の収支は８億2,000万円の赤字と想定されており、資産譲渡交渉や人材支援の要請、
利活用促進のための沿線住民のマイレール意識の醸成、サポート団体の設立などの対策が急務であります。

新幹線・並行在来線等対策特別委員会
日　程：平成30年10月31日（水）
視察先：ＩＲいしかわ鉄道株式会社（石川県金沢市）
　　　　あいの風とやま鉄道株式会社（富山県富山市）
　　　　「並行在来線の経営について」

　本市は、平成30年２月に積雪深147cmを記録する大雪に見舞われ、その除排雪費用に約50億円を要したことなどか
ら、平成29年度の決算が赤字となりました。このことを踏まえ、除雪対策予算や予算執行管理の調査研究をするため、
青森市、秋田市の先進地視察を行いました。
　青森市では、５カ年の青森市雪対策基本計画を策定し、「共に支え合い 共に創り上げる 元気で住みよい雪国都市
の構築」の基本理念のもと、安全で安心な道路環境の確保や豪雪災害時における対策の充実、パートナーシップによ
る雪処理の強化など、雪に強く住みよいまちづくりに取り組んでいます。
　また、ＧＰＳ端末を利用した除排雪車運行管理システムを平成18年度に導入し、ウェブサイト上で市民に公開して
交通渋滞の緩和に役立てるとともに、委託料の算出や作業完了路線の把握時間の短縮など、除排雪作業管理の効率化
に大きな効果を上げています。さらに、自治会等の皆さんが自主的に排雪するスクラム排雪助成制度や、ボランティ
アポイント制度活用による雪処理支援制度など学ぶべきものが大変多く、本
市の除排雪施策にも生かせるのではないかと感じました。
　秋田市では、道路パトロールをごみ収集業者に外部委託したり、タブレッ
ト端末を利用した動画中継を行うことにより、除排雪のタイムラグをなくす
などの取り組みを行っています。また、電話対応業務について、オンライン
で結ばれたデータベースを使った除排雪コールセンターを導入し、体制が強
化されたことにより迅速な対応が可能となったとのことです。
　市議会としても、このような新しい取り組みを参考としながら、行政と連
携して今後の除排雪対策に取り組んでまいります。

日　程：平成30年11月６日（火）～７日（水）
視察先：青森県青森市、秋田県秋田市「除雪対策について」

委員会視察報告委員会視察報告

このようなことを調査研究しています！

予算特別委員会

ＩＲいしかわ鉄道

現在の福井駅

←（内部）
えちぜん鉄道の「きょうりゅう電車」
↓（外観）
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　2023年春の北陸新幹線福井開業に伴い、ＪＲ西日本から経営分離される県内並
行在来線の調査研究をするため、石川県、富山県の先進地視察を行いました。
　まず、金沢市の「ＩＲいしかわ鉄道株式会社」を訪問し、七野社長より会社概
要、設立の経緯、利用状況、経営収支等についてお話を伺いました。現在の
17.8kmの営業区間では、一日の利用者が25,000人を超える黒字経営となってい
ます。今後は金沢以西、福井県境まで50km延伸する準備が進められており、相互乗り入れや乗継割引なども検討さ
れる予定です。利活用促進の取り組みとして、各種イベント電車の運行やＩＣカードの導入のほか、沿線住民や鉄道
ファンとの相互コミュニケーションを目的としたサポートクラブ「いしてつ愛あーるクラブ」を運営し、マイレール
意識を醸成しています。
　次に、富山市の「あいの風とやま鉄道株式会社」を訪問し、日吉社長より設立の経緯や経営状況等についてお話を
伺いました。営業区間は100kmで、ＩＲいしかわ鉄道、えちごトキめき鉄道との相互直通運転を行い、速達性向上の
ため「あいの風ライナー」を運行しています。また、スイーツ電車、ビール電車、ワイン電車などのイベント電車に
加え、2019年１月からは新たな観光客の取り込みを促進するため、観光列車「一万三千尺物語」を運行するとのこと
です。こうした企画や、新幹線から乗り継ぐ二次交通としての利用が伸びていることもあり、経営は健闘していると
のことですが、この先も堅調を維持できるのか課題はあります。
　今後、並行在来線会社は沿線人口の減少や少子高齢化といった課題を抱え、通勤・通学客は先細りが予想されます。
将来の値上げも想定され、利用者の減少を招きかねません。また、平成30年の大雪で除雪費用が膨らんだように想定
外のリスクもあり、経営安定には利用促進策や観光需要の開拓などを欠かすことはできません。
　本県も、2019年度には第３セクター会社設立の準備に入り経営計画が策定されますが、ＪＲからの資産譲渡などの
初期投資額は307億円、開業初年度の収支は８億2,000万円の赤字と想定されており、資産譲渡交渉や人材支援の要請、
利活用促進のための沿線住民のマイレール意識の醸成、サポート団体の設立などの対策が急務であります。

新幹線・並行在来線等対策特別委員会
日　程：平成30年10月31日（水）
視察先：ＩＲいしかわ鉄道株式会社（石川県金沢市）
　　　　あいの風とやま鉄道株式会社（富山県富山市）
　　　　「並行在来線の経営について」

　本市は、平成30年２月に積雪深147cmを記録する大雪に見舞われ、その除排雪費用に約50億円を要したことなどか
ら、平成29年度の決算が赤字となりました。このことを踏まえ、除雪対策予算や予算執行管理の調査研究をするため、
青森市、秋田市の先進地視察を行いました。
　青森市では、５カ年の青森市雪対策基本計画を策定し、「共に支え合い 共に創り上げる 元気で住みよい雪国都市
の構築」の基本理念のもと、安全で安心な道路環境の確保や豪雪災害時における対策の充実、パートナーシップによ
る雪処理の強化など、雪に強く住みよいまちづくりに取り組んでいます。
　また、ＧＰＳ端末を利用した除排雪車運行管理システムを平成18年度に導入し、ウェブサイト上で市民に公開して
交通渋滞の緩和に役立てるとともに、委託料の算出や作業完了路線の把握時間の短縮など、除排雪作業管理の効率化
に大きな効果を上げています。さらに、自治会等の皆さんが自主的に排雪するスクラム排雪助成制度や、ボランティ
アポイント制度活用による雪処理支援制度など学ぶべきものが大変多く、本
市の除排雪施策にも生かせるのではないかと感じました。
　秋田市では、道路パトロールをごみ収集業者に外部委託したり、タブレッ
ト端末を利用した動画中継を行うことにより、除排雪のタイムラグをなくす
などの取り組みを行っています。また、電話対応業務について、オンライン
で結ばれたデータベースを使った除排雪コールセンターを導入し、体制が強
化されたことにより迅速な対応が可能となったとのことです。
　市議会としても、このような新しい取り組みを参考としながら、行政と連
携して今後の除排雪対策に取り組んでまいります。

日　程：平成30年11月６日（火）～７日（水）
視察先：青森県青森市、秋田県秋田市「除雪対策について」

委員会視察報告委員会視察報告

このようなことを調査研究しています！

予算特別委員会

ＩＲいしかわ鉄道

現在の福井駅

←（内部）
えちぜん鉄道の「きょうりゅう電車」
↓（外観）
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子育てサークルふくまむ  × 市議会だより編集委員福井市議会議員
保
育
料
と
３
人
目
施
策
に
つ
い
て

向
嶋

　来
年
度
か
ら
保
育
料
が
無
料
に
な

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
私

は
３
人
を
出
産
し
て
い
て
、
３
人
目
は
保

育
料
が
無
料
に
な
る
と
思
っ
て
喜
ん
で
い

た
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
１
人
目
も
２

人
目
も
無
料
に
な
る
の
で
す
か
。

菅
生
　
３
歳
未
満
児
の
保
育
料
に
つ
い
て

は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
み
無
料
に
な

り
ま
す
。
３
歳
以
上
は
全
員
無
料
で
す
。

向
嶋

　３
人
目
を
産
ん
だ
家
庭
に
は
も
っ

と
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

３
人
目
を
産
む
と
す
ま
い
る
Ｆ
カ
ー
ド
が

も
ら
え
て
、
店
舗
で
提
示
す
る
と
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、も
っ

と
充
実
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

中
村

　そ
の
カ
ー
ド
は
県
が
行
っ
て
い
る

施
策
で
す
が
、
ど
ん
な
施
策
が
あ
れ
ば
、

も
っ
と
多
く
の
方
が
３
人
目
を
産
み
た
く

な
る
と
思
い
ま
す
か
。

向
嶋

　３
人
目
を
産
ん
だ
家
庭
に
は
、
お

祝
い
金
を
出
す
な
ど
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

中
村

　本
市
で
は
、
現
在
３
人
目
施
策
と

し
て
、
県
と
共
同
で
行
っ
て
い
る
事
業
は

あ
り
ま
す
が
、
市
単
独
で
は
行
っ
て
い
な

い
の
で
、
何
か
し
ら
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

よ
う
な
施
策
は
必
要
で
す
ね
。

向
嶋

　３
人
目
を
も
っ
と
産
み
た
く
な
る

サ
ー
ビ
ス
を
要
望
し
ま
す
！

育
児
休
暇
に
つ
い
て

水
島

　子
ど
も
を
預
け
て
働
き
に
出
た
い

女
性
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

山
下

　今
は
子
ど
も
と
じ
っ
く
り
向
き
合

う
時
間
を
大
事
に
し
た
い
と
思
い
、
仕
事

を
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
看
護
師
な
ど
の
資

格
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
は
働
き

た
い
で
す
ね
。

大
葭
原

　私
も
今
は
働
い
て
い
ま
せ
ん
が
、

美
容
師
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
将

来
的
に
は
子
育
て
と
両
立
で
き
る
働
き
方

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

母
親
だ
け
で
な
く
父
親
も
子
ど
も
と
も
っ

と
向
き
合
う
時
間
を
と
れ
る
と
い
い
で
す

ね
。
男
性
の
育
児
休
暇
取
得
を
推
進
し
て

ほ
し
い
で
す
。

福
野

　大
企
業
は
男
性
の
育
児
休
暇
が
取

り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
中
小
企

業
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

山
下

　今
後
復
職
す
る
と
し
た
ら
、
時
間

に
融
通
が
利
く
パ
ー
ト
タ
イ
ム
な
ど
が
い

い
か
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
葭
原

　働
か
な
く
て
も
い
ろ
い
ろ
な
生

き
方
が
あ
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
福
井
で
は
、
女
性
は
子
育
て
、

家
事
、
仕
事
の
三
つ
を
し
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
〝
無
言
の
圧
力
〞
み
た
い
な
も

の
が
あ
っ
て
ち
ょ
っ
と
息
苦
し
い
。
今
は

ふ
く
ま
む
の
活
動
を
し
て
い
て
、
自
分
が

好
き
な
こ
と
を
し
な
が
ら
育
児
が
で
き
る

こ
と
に
充
実
感
が
あ
り
ま
す
。

水
島

　自
分
ら
し
い
子
育
て
環
境
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

菅
生
　
働
き
た
い
女
性
は
、
働
き
な
が
ら

子
育
て
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。
例
え

ば
企
業
内
保
育
所
が
増
え
る
と
い
い
と
思

い
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
子
ど
も
の

遊
び
場
に
つ
い
て

山
下

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
子
ど
も

を
連
れ
て
行
っ
た
と
き
に
、
２
歳
に
な
る

と
子
ど
も
が
走
り
回
る
の
で
、
小
さ
い
子

と
同
じ
部
屋
で
遊
ぶ
の
は
危
な
い
の
で
は

な
い
か
と
ち
ょ
っ
と
心
配
で
す
ね
。
部
屋

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ら
、
年
齢
ご
と
に
分

け
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

中
村

　支
援
セ
ン
タ
ー
の
環
境
、
職
員
さ

ん
の
待
遇
な
ど
も
考
え
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
で
す
ね
。

大
葭
原

　福
井
市
内
に
は
室
内
の
遊
び
場

が
少
な
く
て
、
雨
の
日
の
出
か
け
先
に
は

悩
み
ま
す
。
天
気
が
悪
い
日
が
多
い
の
で
、

そ
う
い
っ
た
場
所
を
も
っ
と
つ
く
っ
て
ほ

し
い
。
例
え
ば
、
加
賀
市
の
か
が
に
こ
に

こ
パ
ー
ク
は
と
て
も
い
い
で
す
。

山
下
、
向
嶋

　そ
こ
い
い
で
す
よ
ね
ー
！

「ふくまむ」…………………… 福井のママが運営する子育てサークル。子育てを〝ちょっと楽しく〟をモットーに、
　　　　　　　　　　　　　　 　毎月１～２回イベントを開催している。

山下 晃子さん（写真左奥）………… 妊娠中に夫の転勤とともに福井へ。子育て支援センターで知り合った吹奏楽経
　　　　　　　　　　　　　　 　験者の〝ママ友〟たちと楽器演奏を楽しんでいる。娘が１人いる。

大葭原 由佳里さん（写真左中央）… 生まれも育ちもずっと福井市。ふくまむ立ち上げメンバー。娘が１人いる。

向嶋 香由紀さん（写真左手前）…… ３人の息子がいる。現在は育休中。

やました　 てるこ

おおよしはら　 ゆ　か　り

むこうじま　か　ゆ　き

水島議員（写真右奥）

福野議員（写真右中央）

中村議員（写真右手前）

菅生議員（撮影者）

……… 高３の娘、高１の息子をもつ父。保、小、中のＰＴＡ会長等を歴任。

…… 33歳。独身。婚活中。

…… ４歳の娘、１歳の息子をもつ母。議員になってから２回出産を経験。

………… 大１の娘、高２の息子をもつ父。県外出身。結婚前に福井市へ移住。

子育て世代の声を聞いてみよう！

今
回
議
決
し
た
主
な
議
案

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
等
の
審
議
結
果
は
、

14
〜
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

主
な
議
案

各
委
員
会
の
委
員
長
報

告
か
ら
、
主
な
質
疑
等

の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

（
日
程
順
に
掲
載
）

委
員
会
審
査

　
９
月
定
例
会
に
お
い
て
決
算
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
平
成
29
年
度
各

会
計
（
一
般
・
特
別
・
企
業
）
決
算

の
認
定
等
に
つ
い
て
審
査
す
る
た

め
、
10
月
23
日
、
24
日
の
２
日
間
、

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
各

会
計
決
算
の
認
定
等
に
つ
い
て
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
及
び

認
定
し
ま
し
た
。

（
各
会
計
決
算
は
左
記
の
表
参
照
）

条

　
　例

各
会
計
決
算
の
認
定

市
会
案（
議
員
提
出
議
案
）

平
成
30
年
度
補
正
予
算

《
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業
》

　
　こ
の
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ

　
　り
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が

あ
っ
た
の
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
は
学
校
が
指
導
者

　
　
等
を
探
し
交
渉
し
て
い
た
が
、

市
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
入
る
よ
う
に
し
た

こ
と
か
ら
、平
成
29
年
度
は
１
４
８

学
級
が
利
用
し
た
。

　
　キ
ャ
リ
ア
教
育
は
子
ど
も
た

　
　ち
の
将
来
の
社
会
的
自
立
に

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、

強
力
に
推
し
進
め
て
ほ
し
い
。

《
災
害
復
旧
費
》

　
　不
用
額
は
ど
の
よ
う
な
理
由

　
　で
生
じ
る
の
か
。

　
　
予
算
は
概
算
で
計
上
す
る
が
、

　
　
詳
細
な
設
計
を
す
る
中
で
経

費
が
削
減
さ
れ
、
不
用
額
が
生
じ

る
こ
と
が
あ
る
。

問答

問答 要望

（単位：円）

会計区分

区　分 収　入 支　出 収　支会 計

歳入決算額 歳出決算額
一　般　会　計

特 

別 

会 

計

下水道
事業

ガス
事業

水道
事業

国 民 健 康 保 険

国民健康保険診療所

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

競 輪

簡 易 水 道

宅 地 造 成

中 央 卸 売 市 場

駐 車 場

集 落 排 水

地 域 生 活 排 水

福 井 駅 周 辺 整 備

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

114,137,567,098

27,516,169,268

2,943,486

3,228,244,836

24,457,694,470

10,981,759,038

409,303,603

1,919,088,970

772,261,364

136,800,556

794,706,789

174,584,929

1,291,140,005

185,822,264,412

9,403,070,562

6,203,959,920

2,984,763,417

183,596,485

4,751,915,995

1,320,937,319

8,399,845,600

8,763,879,308

2,438,116,022

1,091,375,498

4,091,146,400

3,161,899,222

1,003,224,962

△ 2,559,919,388

546,647,395

△ 907,779,013

660,769,595

△ 1,840,961,903

113,416,513,650

28,125,055,688

2,734,127

3,224,311,981

24,146,420,284

10,856,276,395

409,013,793

1,630,028,525

771,942,752

136,757,859

794,637,621

172,589,419

1,291,066,419

184,977,348,513

平成２９年度 一般会計・特別会計決算総括表

合　　計

（単位：円）
平成２９年度 企業会計決算総括表

●収益的収支：（料金収入等）－（サービスの提供に必要な経費等）
●資本的収支：（企業債等）－（建設改良費や企業債元金償還金等）
●各企業会計の資本的収支における不足額は、損益勘定留保資金、消費税資本的収支調整額などで
　補てんしています。
●消費税を含む金額です。

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
額
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
寄
附
者
へ
の
返
礼
品

の
送
付
等
に
要
す
る
事
業
費
を
増

額
す
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事

業
」、
ご
み
焼
却
炉
の
冷
却
設
備
内

配
管
に
老
朽
化
が
認
め
ら
れ
た
た

め
、取
替
工
事
を
実
施
す
る「
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
」、
放
課
後

留
守
家
庭
児
童
の
受
入
態
勢
を
整

え
る
た
め
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
張

を
行
う
「
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
事
業
」

（
該
当
す
る
条
例
は
14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
、
第
94
号
議
案
か
ら
第
１
３
５

号
議
案
ま
で
の
条
例
で
す
。）

○
福
井
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

　費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関

　す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

　て
　
国
家
公
務
員
及
び
福
井
県
職
員

に
対
す
る
給
与
改
定
に
関
す
る
勧

告
の
状
況
等
を
考
慮
し
、
議
員
の

期
末
手
当
の
額
を
改
定
す
る
も
の

で
す
。

な
ど
に
取
り
組
む
た
め
に
、
一
般

会
計
で
２
億
８
，７
１
１
万
円
を
増

額
す
る
な
ど
、補
正
後
の
予
算
額
は

全
会
計
で
２
，０
５
６
億
７
，０
４
２

万
８
千
円
と
な
り
ま
す
。

○
中
核
市
移
行
に
伴
う
条
例
の
制

　定
及
び
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
４
月
１
日
に
福
井
市

が
中
核
市
に
移
行
す
る
の
に
伴
い
、

必
要
と
な
る
条
例
を
制
定
し
、
ま

た
、
条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

決
算
特
別
委
員
会
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子育てサークルふくまむ  × 市議会だより編集委員福井市議会議員
保
育
料
と
３
人
目
施
策
に
つ
い
て

向
嶋

　来
年
度
か
ら
保
育
料
が
無
料
に
な

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
私

は
３
人
を
出
産
し
て
い
て
、
３
人
目
は
保

育
料
が
無
料
に
な
る
と
思
っ
て
喜
ん
で
い

た
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
１
人
目
も
２

人
目
も
無
料
に
な
る
の
で
す
か
。

菅
生
　
３
歳
未
満
児
の
保
育
料
に
つ
い
て

は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
み
無
料
に
な

り
ま
す
。
３
歳
以
上
は
全
員
無
料
で
す
。

向
嶋

　３
人
目
を
産
ん
だ
家
庭
に
は
も
っ

と
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

３
人
目
を
産
む
と
す
ま
い
る
Ｆ
カ
ー
ド
が

も
ら
え
て
、
店
舗
で
提
示
す
る
と
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、も
っ

と
充
実
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

中
村

　そ
の
カ
ー
ド
は
県
が
行
っ
て
い
る

施
策
で
す
が
、
ど
ん
な
施
策
が
あ
れ
ば
、

も
っ
と
多
く
の
方
が
３
人
目
を
産
み
た
く

な
る
と
思
い
ま
す
か
。

向
嶋

　３
人
目
を
産
ん
だ
家
庭
に
は
、
お

祝
い
金
を
出
す
な
ど
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

中
村

　本
市
で
は
、
現
在
３
人
目
施
策
と

し
て
、
県
と
共
同
で
行
っ
て
い
る
事
業
は

あ
り
ま
す
が
、
市
単
独
で
は
行
っ
て
い
な

い
の
で
、
何
か
し
ら
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

よ
う
な
施
策
は
必
要
で
す
ね
。

向
嶋

　３
人
目
を
も
っ
と
産
み
た
く
な
る

サ
ー
ビ
ス
を
要
望
し
ま
す
！

育
児
休
暇
に
つ
い
て

水
島

　子
ど
も
を
預
け
て
働
き
に
出
た
い

女
性
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

山
下

　今
は
子
ど
も
と
じ
っ
く
り
向
き
合

う
時
間
を
大
事
に
し
た
い
と
思
い
、
仕
事

を
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
看
護
師
な
ど
の
資

格
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
は
働
き

た
い
で
す
ね
。

大
葭
原

　私
も
今
は
働
い
て
い
ま
せ
ん
が
、

美
容
師
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
将

来
的
に
は
子
育
て
と
両
立
で
き
る
働
き
方

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

母
親
だ
け
で
な
く
父
親
も
子
ど
も
と
も
っ

と
向
き
合
う
時
間
を
と
れ
る
と
い
い
で
す

ね
。
男
性
の
育
児
休
暇
取
得
を
推
進
し
て

ほ
し
い
で
す
。

福
野

　大
企
業
は
男
性
の
育
児
休
暇
が
取

り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
中
小
企

業
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

山
下

　今
後
復
職
す
る
と
し
た
ら
、
時
間

に
融
通
が
利
く
パ
ー
ト
タ
イ
ム
な
ど
が
い

い
か
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
葭
原

　働
か
な
く
て
も
い
ろ
い
ろ
な
生

き
方
が
あ
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
福
井
で
は
、
女
性
は
子
育
て
、

家
事
、
仕
事
の
三
つ
を
し
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
〝
無
言
の
圧
力
〞
み
た
い
な
も

の
が
あ
っ
て
ち
ょ
っ
と
息
苦
し
い
。
今
は

ふ
く
ま
む
の
活
動
を
し
て
い
て
、
自
分
が

好
き
な
こ
と
を
し
な
が
ら
育
児
が
で
き
る

こ
と
に
充
実
感
が
あ
り
ま
す
。

水
島

　自
分
ら
し
い
子
育
て
環
境
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

菅
生
　
働
き
た
い
女
性
は
、
働
き
な
が
ら

子
育
て
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。
例
え

ば
企
業
内
保
育
所
が
増
え
る
と
い
い
と
思

い
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
子
ど
も
の

遊
び
場
に
つ
い
て

山
下

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
子
ど
も

を
連
れ
て
行
っ
た
と
き
に
、
２
歳
に
な
る

と
子
ど
も
が
走
り
回
る
の
で
、
小
さ
い
子

と
同
じ
部
屋
で
遊
ぶ
の
は
危
な
い
の
で
は

な
い
か
と
ち
ょ
っ
と
心
配
で
す
ね
。
部
屋

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ら
、
年
齢
ご
と
に
分

け
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

中
村

　支
援
セ
ン
タ
ー
の
環
境
、
職
員
さ

ん
の
待
遇
な
ど
も
考
え
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
で
す
ね
。

大
葭
原

　福
井
市
内
に
は
室
内
の
遊
び
場

が
少
な
く
て
、
雨
の
日
の
出
か
け
先
に
は

悩
み
ま
す
。
天
気
が
悪
い
日
が
多
い
の
で
、

そ
う
い
っ
た
場
所
を
も
っ
と
つ
く
っ
て
ほ

し
い
。
例
え
ば
、
加
賀
市
の
か
が
に
こ
に

こ
パ
ー
ク
は
と
て
も
い
い
で
す
。

山
下
、
向
嶋

　そ
こ
い
い
で
す
よ
ね
ー
！

「ふくまむ」…………………… 福井のママが運営する子育てサークル。子育てを〝ちょっと楽しく〟をモットーに、
　　　　　　　　　　　　　　 　毎月１～２回イベントを開催している。

山下 晃子さん（写真左奥）………… 妊娠中に夫の転勤とともに福井へ。子育て支援センターで知り合った吹奏楽経
　　　　　　　　　　　　　　 　験者の〝ママ友〟たちと楽器演奏を楽しんでいる。娘が１人いる。

大葭原 由佳里さん（写真左中央）… 生まれも育ちもずっと福井市。ふくまむ立ち上げメンバー。娘が１人いる。

向嶋 香由紀さん（写真左手前）…… ３人の息子がいる。現在は育休中。

やました　 てるこ

おおよしはら　 ゆ　か　り

むこうじま　か　ゆ　き

水島議員（写真右奥）

福野議員（写真右中央）

中村議員（写真右手前）

菅生議員（撮影者）

……… 高３の娘、高１の息子をもつ父。保、小、中のＰＴＡ会長等を歴任。

…… 33歳。独身。婚活中。

…… ４歳の娘、１歳の息子をもつ母。議員になってから２回出産を経験。

………… 大１の娘、高２の息子をもつ父。県外出身。結婚前に福井市へ移住。

子育て世代の声を聞いてみよう！

今
回
議
決
し
た
主
な
議
案

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
等
の
審
議
結
果
は
、

14
〜
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

主
な
議
案

各
委
員
会
の
委
員
長
報

告
か
ら
、
主
な
質
疑
等

の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

（
日
程
順
に
掲
載
）

委
員
会
審
査

　
９
月
定
例
会
に
お
い
て
決
算
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
平
成
29
年
度
各

会
計
（
一
般
・
特
別
・
企
業
）
決
算

の
認
定
等
に
つ
い
て
審
査
す
る
た

め
、
10
月
23
日
、
24
日
の
２
日
間
、

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
各

会
計
決
算
の
認
定
等
に
つ
い
て
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
及
び

認
定
し
ま
し
た
。

（
各
会
計
決
算
は
左
記
の
表
参
照
）

条

　
　例

各
会
計
決
算
の
認
定

市
会
案（
議
員
提
出
議
案
）

平
成
30
年
度
補
正
予
算

《
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業
》

　
　こ
の
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ

　
　り
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が

あ
っ
た
の
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
は
学
校
が
指
導
者

　
　
等
を
探
し
交
渉
し
て
い
た
が
、

市
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
入
る
よ
う
に
し
た

こ
と
か
ら
、平
成
29
年
度
は
１
４
８

学
級
が
利
用
し
た
。

　
　キ
ャ
リ
ア
教
育
は
子
ど
も
た

　
　ち
の
将
来
の
社
会
的
自
立
に

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、

強
力
に
推
し
進
め
て
ほ
し
い
。

《
災
害
復
旧
費
》

　
　不
用
額
は
ど
の
よ
う
な
理
由

　
　で
生
じ
る
の
か
。

　
　
予
算
は
概
算
で
計
上
す
る
が
、

　
　
詳
細
な
設
計
を
す
る
中
で
経

費
が
削
減
さ
れ
、
不
用
額
が
生
じ

る
こ
と
が
あ
る
。

問答

問答 要望

（単位：円）

会計区分

区　分 収　入 支　出 収　支会 計

歳入決算額 歳出決算額
一　般　会　計

特 

別 

会 

計

下水道
事業

ガス
事業

水道
事業

国 民 健 康 保 険

国民健康保険診療所

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

競 輪

簡 易 水 道

宅 地 造 成

中 央 卸 売 市 場

駐 車 場

集 落 排 水

地 域 生 活 排 水

福 井 駅 周 辺 整 備

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

114,137,567,098

27,516,169,268

2,943,486

3,228,244,836

24,457,694,470

10,981,759,038

409,303,603

1,919,088,970

772,261,364

136,800,556

794,706,789

174,584,929

1,291,140,005

185,822,264,412

9,403,070,562

6,203,959,920

2,984,763,417

183,596,485

4,751,915,995

1,320,937,319

8,399,845,600

8,763,879,308

2,438,116,022

1,091,375,498

4,091,146,400

3,161,899,222

1,003,224,962

△ 2,559,919,388

546,647,395

△ 907,779,013

660,769,595

△ 1,840,961,903

113,416,513,650

28,125,055,688

2,734,127

3,224,311,981

24,146,420,284

10,856,276,395

409,013,793

1,630,028,525

771,942,752

136,757,859

794,637,621

172,589,419

1,291,066,419

184,977,348,513

平成２９年度 一般会計・特別会計決算総括表

合　　計

（単位：円）
平成２９年度 企業会計決算総括表

●収益的収支：（料金収入等）－（サービスの提供に必要な経費等）
●資本的収支：（企業債等）－（建設改良費や企業債元金償還金等）
●各企業会計の資本的収支における不足額は、損益勘定留保資金、消費税資本的収支調整額などで
　補てんしています。
●消費税を含む金額です。

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
額
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
寄
附
者
へ
の
返
礼
品

の
送
付
等
に
要
す
る
事
業
費
を
増

額
す
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事

業
」、
ご
み
焼
却
炉
の
冷
却
設
備
内

配
管
に
老
朽
化
が
認
め
ら
れ
た
た

め
、取
替
工
事
を
実
施
す
る「
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
」、
放
課
後

留
守
家
庭
児
童
の
受
入
態
勢
を
整

え
る
た
め
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
張

を
行
う
「
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
事
業
」

（
該
当
す
る
条
例
は
14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
、
第
94
号
議
案
か
ら
第
１
３
５

号
議
案
ま
で
の
条
例
で
す
。）

○
福
井
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

　費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関

　す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

　て
　
国
家
公
務
員
及
び
福
井
県
職
員

に
対
す
る
給
与
改
定
に
関
す
る
勧

告
の
状
況
等
を
考
慮
し
、
議
員
の

期
末
手
当
の
額
を
改
定
す
る
も
の

で
す
。

な
ど
に
取
り
組
む
た
め
に
、
一
般

会
計
で
２
億
８
，７
１
１
万
円
を
増

額
す
る
な
ど
、補
正
後
の
予
算
額
は

全
会
計
で
２
，０
５
６
億
７
，０
４
２

万
８
千
円
と
な
り
ま
す
。

○
中
核
市
移
行
に
伴
う
条
例
の
制

　定
及
び
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
４
月
１
日
に
福
井
市

が
中
核
市
に
移
行
す
る
の
に
伴
い
、

必
要
と
な
る
条
例
を
制
定
し
、
ま

た
、
条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

決
算
特
別
委
員
会
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不
用
額
を
次
の
復
興
、
復
旧

　
　
の
事
業
に
充
て
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

　
　
新
た
な
災
害
が
発
生
し
、
さ

　
　
ら
な
る
対
応
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
は
、
先
の
不
用
額
を
含
め

て
必
要
な
経
費
を
計
上
す
る
。

《
ガ
ス
事
業
会
計
》

　
　
自
己
資
本
金
が
１
４
３
万
７

　
　
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
繰
越

利
益
剰
余
金
の
２
１
２
万
７
千
円

等
を
足
し
て
も
、
資
本
金
の
規
模

と
し
て
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
福

　
　
井
市
ガ
ス
事
業
経
営
改
善
プ

ラ
ン
で
、約
30
億
円
の
累
積
赤
字
解

消
を
目
標
と
し
、自
己
資
本
金
を
累

積
赤
字
に
充
当
し
た
た
め
、資
本
金

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。事
業
に
必

要
な
資
金
は
料
金
収
入
等
、現
金
と

し
て
十
分
確
保
し
て
お
り
事
業
運

営
に
支
障
は
な
く
、昨
年
度
末
に
累

積
赤
字
が
解
消
し
た
た
め
、今
後
は

徐
々
に
資
本
金
が
増
加
し
て
い
く
。

《
並
行
在
来
線
の
利
活
用
促
進
策
》

　
　
現
在
は
乗
車
駅
で
運
行
会
社

　
　
が
異
な
る
路
線
の
切
符
が
買

え
ず
、
乗
り
換
え
が
不
便
な
の
で
、

利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

今
後
は
運
行
会
社
を
超
え
て
切
符

が
買
え
る
な
ど
の
手
段
を
講
じ
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
利
用
者
の
利
便
性
を
考
え
る

　
　
と
重
要
な
こ
と
と
考
え
る
の

で
、
福
井
県
並
行
在
来
線
対
策
協

議
会
で
も
話
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
県
の
収
支
予
測
調
査
で
は
、

　
　
福
井
県
の
並
行
在
来
線
会
社

の
収
支
に
つ
い
て
、
開
業
時
は
８

億
２
千
万
円
の
赤
字
、
開
業
10
年

後
は
15
億
円
の
赤
字
と
さ
れ
て
い

る
。
石
川
・
富
山
両
県
の
並
行
在

来
線
会
社
と
比
べ
、
赤
字
が
大
き

い
と
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
初
期
投
資
費
用
に
つ
い
て
、県

　
　
は
車
両
を
全
て
新
調
し
た
と

し
て
試
算
し
て
い
る
が
、実
際
に
は

Ｊ
Ｒ
か
ら
車
両
や
施
設
の
譲
渡
を
受

け
る
な
ど
、費
用
は
圧
縮
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。し
か
し
、最
初
か

ら
の
黒
字
経
営
は
大
変
難
し
い
と

考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、で
き
る
だ

け
赤
字
を
圧
縮
し
、周
辺
自
治
体
に

過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
協

議
会
で
求
め
て
い
き
た
い
。

《
並
行
在
来
線
と
並
行
す
る
地
方

鉄
道
》

　
　
福
井
鉄
道
の
レ
ト
ラ
ム
に
つ

　
　
い
て
、
運
行
が
少
な
く
効
果

が
小
さ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
見
た
い
、
乗
っ
て
み
た
い
と

　
　
い
う
需
要
は
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
車
両
を
利
用
し
て
、
沿
線
住

民
の
方
に
自
分
た
ち
の
鉄
道
で
あ

る
と
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
、
今

後
の
地
域
鉄
道
の
あ
り
方
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

《
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ
及
び

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ
自
動
車

駐
車
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定
》

　
　
大
ホ
ー
ル
年
間
稼
働
率
の
要

　
　
求
基
準
が
53
％
以
上
と
な
っ

て
い
る
が
、
実
績
が
53
％
を
超
え

て
い
る
の
で
も
う
少
し
増
や
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
大
ホ
ー
ル
稼
働
率
は
そ
の
年

　
　
に
よ
っ
て
変
動
が
大
き
い
た

め
、
平
成
28
年
度
と
29
年
度
の
平

均
値
を
要
求
基
準
と
し
、
し
ば
ら

く
は
状
況
を
見
守
り
た
い
。

　
　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
に

　
　
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
。

　
　
関
係
団
体
と
連
携
す
る
ほ
か
、

　
　
市
体
育
館
と
一
体
的
な
活
用

を
す
る
こ
と
で
、
大
き
な
大
会
等

も
誘
致
し
て
い
き
た
い
。

　
　
北
陸
新
幹
線
福
井
開
業
の
時

　
　
期
に
合
わ
せ
て
、
し
っ
か
り

と
誘
致
活
動
を
し
て
ほ
し
い
。

総
務
委
員
会

建
設
委
員
会

経
済
企
業
委
員
会

教
育
民
生
委
員
会

問答

問

要望

要望

要望

問問 答

答 問

答

問問 答答 答

問答問答

問問 答答

《
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
順
化
小
学
校
・
順
化
公
民
館

複
合
化
及
び
長
寿
命
化
改
修
工
事

第
１
期
）
》

　
　
工
事
中
は
騒
音
や
振
動
等
が

　
　
出
る
が
、
学
校
の
授
業
が
あ

る
と
き
も
工
事
を
行
う
の
か
。

　
　
工
事
中
は
北
校
舎
で
授
業
を

　
　
行
う
た
め
、騒
音
等
の
影
響
は

少
な
い
が
、大
き
な
音
が
出
る
よ
う

な
工
程
は
土
曜
日
や
放
課
後
等
に

設
定
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

　
　
工
期
が
決
め
ら
れ
て
い
る
こ

　
　
と
も
あ
る
が
、
子
ど
も
た
ち

の
登
下
校
時
な
ど
に
は
安
全
面
に

十
分
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

《
福
井
市
社
会
福
祉
審
議
会
条
例

の
制
定
》

　
　
こ
れ
ま
で
福
井
市
民
生
委
員

　
　
推
薦
会
で
民
生
委
員
の
審
査

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
福
井
市
社

会
福
祉
審
議
会
の
民
生
委
員
審
査

専
門
分
科
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

と
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
福
井
市
民
生
委
員
推
薦
会
に

　
　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
審
査
を
依

頼
す
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、

そ
の
後
、
民
生
委
員
審
査
専
門
分

科
会
で
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
に

な
る
。

《
福
井
市
に
ぎ
わ
い
交
流
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
》

　
　
ハ
ピ
リ
ン
の
屋
根
付
き
広
場

　
　
と
多
目
的
ホ
ー
ル
の
稼
働
率

は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　
屋
根
付
き
広
場
の
稼
働
率
は

　
　
平
成
28
年
度
が
83
％
、
29
年

度
が
84
％
で
、ま
た
、多
目
的
ホ
ー

ル
の
稼
働
率
は
28
年
度
が
67
％
、

29
年
度
が
64
％
で
あ
り
、
土
日
祝

日
に
限
定
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

稼
働
率
は
全
て
90
％
以
上
で
あ
る
。

　
　
常
に
何
か
が
行
わ
れ
て
い
る

　
　
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ら
に
稼
働

率
を
上
げ
る
積
極
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
ほ
し
い
。

《
福
井
市
美
山
森
林
温
泉
み
ら
く

る
亭
の
指
定
管
理
者
の
指
定
》

　
　
今
年
度
予
定
し
て
い
た
大
規

　
　
模
改
修
が
先
送
り
さ
れ
た
た

め
、
指
定
管
理
者
と
の
間
で
修
繕

に
つ
い
て
の
取
り
決
め
を
設
け
る

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
指
定
管
理
者
の
決
定
後
、
協

　
　
議
を
し
な
が
ら
基
本
協
定
書

や
業
務
仕
様
書
の
中
に
修
繕
に
関

す
る
項
目
を
設
け
、対
応
し
て
い
く
。

一 般 質 問
①｠皆川　信正（一真会） ②｠加藤　貞信（志政会）

④｠島川　由美子（公明党） ⑤｠奥島　光晴（一真会） ⑥｠野嶋　祐記（志政会）

⑧｠鈴木　正樹（日本共産党議員団） ⑨｠池上　優徳（一真会）

⑬｠田中　義乃（一真会） ⑭｠西村　公子（日本共産党議員団） ⑮｠村田　耕一（市民クラブ）

⑯｠水島　秀晃（志政会） ⑰｠堀江　廣海（一真会） ⑱｠福野　大輔（一真会）

⑲｠泉　和弥（一真会） ⑳｠吉田　琴一（市民クラブ） ㉑｠堀川　秀樹（市民クラブ）

当面する諸問題について市の考え方を質問するため、12月３日から５日までの
３日間、25人の議員が一般質問を行いました。
※ 議員名の前の番号は質問順、（　）内は会派名、質問内容の掲載は大項目のみです。

（敬称略）

１ 財政再建と平成31年度予算について
２ 北陸新幹線と並行在来線について
３ 「福井しあわせ元気」国体・障害者

スポーツ大会について

１ 市長の政治姿勢について
２ 水道について
３ ＪＲ北陸線利用促進について

㉕｠伊藤　洋一（志政会）

１ 広域交流人口政策と地域経済活性
化について

１ 子育て支援、母子支援について
２ 福井市財政再建計画と再編を検討

する施設について
３ 「福井しあわせ元気」国体・障害者

スポーツ大会が残した、スポーツ・
ひと・まちの遺産について

１ 道路の雪対策について
２ ガス事業の民営化について
３ ごみ処理対策について

１ 産後うつ予防対策について
２ 新生児の聴覚スクリーニング検査

について
３ 成年後見制度利用促進に向けた体

制整備について
４ ＳＤＧｓの実現について

１ 福井市国土強靭化地域計画について
２ 電車・バスの利用促進について

１ 学力テストについて
２ 市税等の滞納者への対策について
３ 水道民営化問題と上下水道料金の

値上げについて
４ 病児・病後児保育について
５ 市境を越えた交通ネットワークの

形成について

１ 障がい者福祉政策について
２ 除排雪対策について
３ 新ごみ処理施設整備基本計画（案）

について
４ コミュニティバス「すまいる」の見

直しについて

１ 本市の保育行政について
２ 三里浜でのオリーブ栽培について

１ 中核市移行について
２ 学校の危機管理マニュアルについて
３ 災害に強い施設園芸づくりについて
４ 関係人口拡大の取り組みについて

１ 市税の増収策について １ ふくい嶺北連携中枢都市圏ビジョ
ン（案）について

２ 里地里山を守る取り組みについて

１ 消費税10％への増税の問題点と幼
児教育無償化について

２ 子どもの貧困と格差解消のための
取り組みについて

３ 障がい者雇用における不適切な求
人について

４ 福井市財政再建計画について

１ ものづくり企業の支援について
２ 障害者雇用水増し問題について

１ 外国人労働者の受け入れ拡大につ
いて

２ 中核市移行と連携中枢都市圏構想
について

１ 食の産業化について１ 観光政策について
２ 家庭教育の取り組みについて
３ 学校規模適正化について
４ 文化会館整備事業について

１ 本市の農業について
２ タイヤチェーン装着の義務化につ

いて

㉒｠後藤　裕幸（志政会） ㉓｠瀧波　滋（志政会）
１ 地域の安全対策について
２ 投票率を上げる取り組みについて

１ 福井国体終了後のスポーツ促進に
ついて

２ 豪雪を教訓とする今年の除雪対策
について

３ 有害鳥獣の駆除について
４ 福井市財政再建計画について
５ 下水道の取り組みについて

１ いじめ、不登校児童・生徒への対
応について

２ 福井市道路除雪計画の見直しにつ
いて

３ 本市における外国人労働者の受け
入れ状況について

１ 働く場の創出について
２ 農産物のブランド化と需要を拡大

することについて
３ 新ごみ処理施設整備基本計画（案）の

パブリックコメントの実施について
４ 福井市新ごみ処理施設整備事業に

係る環境影響評価方法書について

１ 福井市が先駆けて整備した公立小・中学
校のエアコン設置費用について

２ 文部科学省が示す平成30年度ＩＣＴ環境
整備予算について

３ グリフィス記念館の運営について
４ 福井市自然史博物館分館基本計画について
５ セーレンプラネットの運営状況について
６ 福井県民衛星プロジェクトや福井工業大

学との連携によるセーレンプラネット
での宇宙映像投影の可能性について

７ ドームシアター活用策として、全天周ス
クリーンを使ったｅスポーツ大会やホロ
スコープでの星占い等の提案について

㉔｠近藤　實（無所属（青空の会））
１ セーレンプラネット、ハピリンの

活性化について
２ 水道事業の３月検針分の売り上げ

計上について
３ ガス事業の譲渡について
４ 組織・人事について
５ 常勤の特別職職員の期末手当改定

について
６ 職員の給与改定について

⑩｠八田　一以（一真会） ⑫｠藤田　諭（志政会）⑪｠下畑　健二（公明党）

③｠中村　綾菜（市民クラブ）

⑦｠　矢　修一（市民クラブ）

新
幹
線
・
並
行
在
来
線
等

　
　
　
対
策
特
別
委
員
会
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ふくいふくい

　
　
不
用
額
を
次
の
復
興
、
復
旧

　
　
の
事
業
に
充
て
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

　
　
新
た
な
災
害
が
発
生
し
、
さ

　
　
ら
な
る
対
応
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
は
、
先
の
不
用
額
を
含
め

て
必
要
な
経
費
を
計
上
す
る
。

《
ガ
ス
事
業
会
計
》

　
　
自
己
資
本
金
が
１
４
３
万
７

　
　
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
繰
越

利
益
剰
余
金
の
２
１
２
万
７
千
円

等
を
足
し
て
も
、
資
本
金
の
規
模

と
し
て
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
福

　
　
井
市
ガ
ス
事
業
経
営
改
善
プ

ラ
ン
で
、約
30
億
円
の
累
積
赤
字
解

消
を
目
標
と
し
、自
己
資
本
金
を
累

積
赤
字
に
充
当
し
た
た
め
、資
本
金

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。事
業
に
必

要
な
資
金
は
料
金
収
入
等
、現
金
と

し
て
十
分
確
保
し
て
お
り
事
業
運

営
に
支
障
は
な
く
、昨
年
度
末
に
累

積
赤
字
が
解
消
し
た
た
め
、今
後
は

徐
々
に
資
本
金
が
増
加
し
て
い
く
。

《
並
行
在
来
線
の
利
活
用
促
進
策
》

　
　
現
在
は
乗
車
駅
で
運
行
会
社

　
　
が
異
な
る
路
線
の
切
符
が
買

え
ず
、
乗
り
換
え
が
不
便
な
の
で
、

利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

今
後
は
運
行
会
社
を
超
え
て
切
符

が
買
え
る
な
ど
の
手
段
を
講
じ
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
利
用
者
の
利
便
性
を
考
え
る

　
　
と
重
要
な
こ
と
と
考
え
る
の

で
、
福
井
県
並
行
在
来
線
対
策
協

議
会
で
も
話
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
県
の
収
支
予
測
調
査
で
は
、

　
　
福
井
県
の
並
行
在
来
線
会
社

の
収
支
に
つ
い
て
、
開
業
時
は
８

億
２
千
万
円
の
赤
字
、
開
業
10
年

後
は
15
億
円
の
赤
字
と
さ
れ
て
い

る
。
石
川
・
富
山
両
県
の
並
行
在

来
線
会
社
と
比
べ
、
赤
字
が
大
き

い
と
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
初
期
投
資
費
用
に
つ
い
て
、県

　
　
は
車
両
を
全
て
新
調
し
た
と

し
て
試
算
し
て
い
る
が
、実
際
に
は

Ｊ
Ｒ
か
ら
車
両
や
施
設
の
譲
渡
を
受

け
る
な
ど
、費
用
は
圧
縮
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。し
か
し
、最
初
か

ら
の
黒
字
経
営
は
大
変
難
し
い
と

考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、で
き
る
だ

け
赤
字
を
圧
縮
し
、周
辺
自
治
体
に

過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
協

議
会
で
求
め
て
い
き
た
い
。

《
並
行
在
来
線
と
並
行
す
る
地
方

鉄
道
》

　
　
福
井
鉄
道
の
レ
ト
ラ
ム
に
つ

　
　
い
て
、
運
行
が
少
な
く
効
果

が
小
さ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
見
た
い
、
乗
っ
て
み
た
い
と

　
　
い
う
需
要
は
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
車
両
を
利
用
し
て
、
沿
線
住

民
の
方
に
自
分
た
ち
の
鉄
道
で
あ

る
と
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
、
今

後
の
地
域
鉄
道
の
あ
り
方
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

《
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ
及
び

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ
自
動
車

駐
車
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定
》

　
　
大
ホ
ー
ル
年
間
稼
働
率
の
要

　
　
求
基
準
が
53
％
以
上
と
な
っ

て
い
る
が
、
実
績
が
53
％
を
超
え

て
い
る
の
で
も
う
少
し
増
や
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
大
ホ
ー
ル
稼
働
率
は
そ
の
年

　
　
に
よ
っ
て
変
動
が
大
き
い
た

め
、
平
成
28
年
度
と
29
年
度
の
平

均
値
を
要
求
基
準
と
し
、
し
ば
ら

く
は
状
況
を
見
守
り
た
い
。

　
　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
に

　
　
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
。

　
　
関
係
団
体
と
連
携
す
る
ほ
か
、

　
　
市
体
育
館
と
一
体
的
な
活
用

を
す
る
こ
と
で
、
大
き
な
大
会
等

も
誘
致
し
て
い
き
た
い
。

　
　
北
陸
新
幹
線
福
井
開
業
の
時

　
　
期
に
合
わ
せ
て
、
し
っ
か
り

と
誘
致
活
動
を
し
て
ほ
し
い
。

総
務
委
員
会

建
設
委
員
会

経
済
企
業
委
員
会

教
育
民
生
委
員
会

問答

問

要望

要望

要望

問問 答

答 問

答

問問 答答 答

問答問答

問問 答答

《
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
順
化
小
学
校
・
順
化
公
民
館

複
合
化
及
び
長
寿
命
化
改
修
工
事

第
１
期
）
》

　
　
工
事
中
は
騒
音
や
振
動
等
が

　
　
出
る
が
、
学
校
の
授
業
が
あ

る
と
き
も
工
事
を
行
う
の
か
。

　
　
工
事
中
は
北
校
舎
で
授
業
を

　
　
行
う
た
め
、騒
音
等
の
影
響
は

少
な
い
が
、大
き
な
音
が
出
る
よ
う

な
工
程
は
土
曜
日
や
放
課
後
等
に

設
定
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

　
　
工
期
が
決
め
ら
れ
て
い
る
こ

　
　
と
も
あ
る
が
、
子
ど
も
た
ち

の
登
下
校
時
な
ど
に
は
安
全
面
に

十
分
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

《
福
井
市
社
会
福
祉
審
議
会
条
例

の
制
定
》

　
　
こ
れ
ま
で
福
井
市
民
生
委
員

　
　
推
薦
会
で
民
生
委
員
の
審
査

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
福
井
市
社

会
福
祉
審
議
会
の
民
生
委
員
審
査

専
門
分
科
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

と
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
福
井
市
民
生
委
員
推
薦
会
に

　
　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
審
査
を
依

頼
す
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、

そ
の
後
、
民
生
委
員
審
査
専
門
分

科
会
で
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
に

な
る
。

《
福
井
市
に
ぎ
わ
い
交
流
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
》

　
　
ハ
ピ
リ
ン
の
屋
根
付
き
広
場

　
　
と
多
目
的
ホ
ー
ル
の
稼
働
率

は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　
屋
根
付
き
広
場
の
稼
働
率
は

　
　
平
成
28
年
度
が
83
％
、
29
年

度
が
84
％
で
、ま
た
、多
目
的
ホ
ー

ル
の
稼
働
率
は
28
年
度
が
67
％
、

29
年
度
が
64
％
で
あ
り
、
土
日
祝

日
に
限
定
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

稼
働
率
は
全
て
90
％
以
上
で
あ
る
。

　
　
常
に
何
か
が
行
わ
れ
て
い
る

　
　
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ら
に
稼
働

率
を
上
げ
る
積
極
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
ほ
し
い
。

《
福
井
市
美
山
森
林
温
泉
み
ら
く

る
亭
の
指
定
管
理
者
の
指
定
》

　
　
今
年
度
予
定
し
て
い
た
大
規

　
　
模
改
修
が
先
送
り
さ
れ
た
た

め
、
指
定
管
理
者
と
の
間
で
修
繕

に
つ
い
て
の
取
り
決
め
を
設
け
る

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
指
定
管
理
者
の
決
定
後
、
協

　
　
議
を
し
な
が
ら
基
本
協
定
書

や
業
務
仕
様
書
の
中
に
修
繕
に
関

す
る
項
目
を
設
け
、対
応
し
て
い
く
。

一 般 質 問
①｠皆川　信正（一真会） ②｠加藤　貞信（志政会）

④｠島川　由美子（公明党） ⑤｠奥島　光晴（一真会） ⑥｠野嶋　祐記（志政会）

⑧｠鈴木　正樹（日本共産党議員団） ⑨｠池上　優徳（一真会）

⑬｠田中　義乃（一真会） ⑭｠西村　公子（日本共産党議員団） ⑮｠村田　耕一（市民クラブ）

⑯｠水島　秀晃（志政会） ⑰｠堀江　廣海（一真会） ⑱｠福野　大輔（一真会）

⑲｠泉　和弥（一真会） ⑳｠吉田　琴一（市民クラブ） ㉑｠堀川　秀樹（市民クラブ）

当面する諸問題について市の考え方を質問するため、12月３日から５日までの
３日間、25人の議員が一般質問を行いました。
※ 議員名の前の番号は質問順、（　）内は会派名、質問内容の掲載は大項目のみです。

（敬称略）

１ 財政再建と平成31年度予算について
２ 北陸新幹線と並行在来線について
３ 「福井しあわせ元気」国体・障害者

スポーツ大会について

１ 市長の政治姿勢について
２ 水道について
３ ＪＲ北陸線利用促進について

㉕｠伊藤　洋一（志政会）

１ 広域交流人口政策と地域経済活性
化について

１ 子育て支援、母子支援について
２ 福井市財政再建計画と再編を検討

する施設について
３ 「福井しあわせ元気」国体・障害者

スポーツ大会が残した、スポーツ・
ひと・まちの遺産について

１ 道路の雪対策について
２ ガス事業の民営化について
３ ごみ処理対策について

１ 産後うつ予防対策について
２ 新生児の聴覚スクリーニング検査

について
３ 成年後見制度利用促進に向けた体

制整備について
４ ＳＤＧｓの実現について

１ 福井市国土強靭化地域計画について
２ 電車・バスの利用促進について

１ 学力テストについて
２ 市税等の滞納者への対策について
３ 水道民営化問題と上下水道料金の

値上げについて
４ 病児・病後児保育について
５ 市境を越えた交通ネットワークの

形成について

１ 障がい者福祉政策について
２ 除排雪対策について
３ 新ごみ処理施設整備基本計画（案）

について
４ コミュニティバス「すまいる」の見

直しについて

１ 本市の保育行政について
２ 三里浜でのオリーブ栽培について

１ 中核市移行について
２ 学校の危機管理マニュアルについて
３ 災害に強い施設園芸づくりについて
４ 関係人口拡大の取り組みについて

１ 市税の増収策について １ ふくい嶺北連携中枢都市圏ビジョ
ン（案）について

２ 里地里山を守る取り組みについて

１ 消費税10％への増税の問題点と幼
児教育無償化について

２ 子どもの貧困と格差解消のための
取り組みについて

３ 障がい者雇用における不適切な求
人について

４ 福井市財政再建計画について

１ ものづくり企業の支援について
２ 障害者雇用水増し問題について

１ 外国人労働者の受け入れ拡大につ
いて

２ 中核市移行と連携中枢都市圏構想
について

１ 食の産業化について１ 観光政策について
２ 家庭教育の取り組みについて
３ 学校規模適正化について
４ 文化会館整備事業について

１ 本市の農業について
２ タイヤチェーン装着の義務化につ

いて

㉒｠後藤　裕幸（志政会） ㉓｠瀧波　滋（志政会）
１ 地域の安全対策について
２ 投票率を上げる取り組みについて

１ 福井国体終了後のスポーツ促進に
ついて

２ 豪雪を教訓とする今年の除雪対策
について

３ 有害鳥獣の駆除について
４ 福井市財政再建計画について
５ 下水道の取り組みについて

１ いじめ、不登校児童・生徒への対
応について

２ 福井市道路除雪計画の見直しにつ
いて

３ 本市における外国人労働者の受け
入れ状況について

１ 働く場の創出について
２ 農産物のブランド化と需要を拡大

することについて
３ 新ごみ処理施設整備基本計画（案）の

パブリックコメントの実施について
４ 福井市新ごみ処理施設整備事業に

係る環境影響評価方法書について

１ 福井市が先駆けて整備した公立小・中学
校のエアコン設置費用について

２ 文部科学省が示す平成30年度ＩＣＴ環境
整備予算について

３ グリフィス記念館の運営について
４ 福井市自然史博物館分館基本計画について
５ セーレンプラネットの運営状況について
６ 福井県民衛星プロジェクトや福井工業大

学との連携によるセーレンプラネット
での宇宙映像投影の可能性について

７ ドームシアター活用策として、全天周ス
クリーンを使ったｅスポーツ大会やホロ
スコープでの星占い等の提案について

㉔｠近藤　實（無所属（青空の会））
１ セーレンプラネット、ハピリンの

活性化について
２ 水道事業の３月検針分の売り上げ

計上について
３ ガス事業の譲渡について
４ 組織・人事について
５ 常勤の特別職職員の期末手当改定

について
６ 職員の給与改定について

⑩｠八田　一以（一真会） ⑫｠藤田　諭（志政会）⑪｠下畑　健二（公明党）

③｠中村　綾菜（市民クラブ）

⑦｠　矢　修一（市民クラブ）

新
幹
線
・
並
行
在
来
線
等

　
　
　
対
策
特
別
委
員
会

7　No.212 No.212　6



ふくいふくい

一
般
質
問
要
旨

産
後
の
母
親
支
援
に
つ
い
て

　
出
産
後
、予
想
外
の
心
身
の
不

調
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
の

難
し
さ
に
直
面
し
、戸
惑
う
女
性

が
多
く
い
る
。77
％
が
産
後
う
つ
、

も
し
く
は
産
後
う
つ
一
歩
手
前

で
あ
る
こ
と
が
、民
間
団
体
の
調

べ
で
分
か
っ
た
。本
市
と
し
て
、

産
後
の
母
親
支
援
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　
産
婦
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、

妊
産
婦
・
新
生
児
訪
問
事
業
や

産
後
の
母
体
ケ
ア
の
ミ
ニ
講
座
、

育
児
や
産
後
の
健
康
に
関
す
る

相
談
等
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
、

心
身
の
ケ
ア
や
育
児
支
援
が
必

要
な
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
に
対

し
て
は
、
医
療
機
関
等
と
連
携

し
、産
後
間
も
な
い
時
期
か
ら
保

健
師
や
助
産
師
に
よ
る
訪
問
等

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、産
科
医

療
機
関
等
で
の
デ
イ
ケ
ア
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
、産
後
ケ
ア

事
業
も
検
討
し
て
い
る
。

　
今
後
も
産
後
の
母
親
に
対
す

る
教
室
等
の
開
催
を
増
や
し
、産

後
の
母
親
支
援
の
充
実
に
努
め

て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

並
行
在
来
線
に
つ
い
て

　
北
陸
新
幹
線
福
井
開
業
に
伴

い
、Ｊ
Ｒ
北
陸
線
が
Ｊ
Ｒ
西
日
本

か
ら
経
営
分
離
後
の
並
行
在
来

線
利
用
促
進
策
と
し
て
、森
田
駅

西
側
に
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
駐
車

場
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
石
川
や
富
山
で
は
、Ｊ

Ｒ
の
直
営
・
委
託
の
有
人
駅
は

経
営
分
離
後
も
並
行
在
来
線
会

社
に
引
き
継
が
れ
た
が
、本
県
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
駐
車
場
の

整
備
は
、並
行
在
来
線
の
利
用
促

進
策
の
一
つ
と
し
て
有
効
と
認

識
し
て
い
る
。今
後
、
並
行
在
来

線
開
業
に
あ
わ
せ
、需
要
の
見
込

み
や
設
置
場
所
も
含
め
て
検
討

す
る
。

　
Ｊ
Ｒ
の
直
営
・
委
託
有
人
駅

の
経
営
分
離
後
の
引
き
継
ぎ
に

つ
い
て
は
、石
川
や
富
山
の
先
行

事
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
、経
営
分

離
前
と
比
べ
利
便
性
が
損
な
わ

れ
な
い
よ
う
福
井
県
並
行
在
来

線
対
策
協
議
会
で
検
討
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
に

向
け
た
体
制
整
備
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
５
月
施
行
の
成
年

後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
関
す

る
法
律
に
お
い
て
、各
市
町
が
整

備
す
べ
き
基
本
計
画
・
中
核
機

関
・
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

等
に
つ
い
て
は
、利
用
者
で
あ
る

認
知
症
高
齢
者
や
障
害
者
等
の

意
思
に
基
づ
い
た
支
援
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。

　
平
成
34
年
度
か
ら
の
連
携
事

業
開
始
を
目
指
し
、来
年
度
か
ら

ふ
く
い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市
圏

へ
の
参
加
市
町
と
協
議
を
開
始

す
る
予
定
。制
度
の
啓
発
や
利
用

支
援
、中
核
機
関
の
一
部
の
機
能

を
共
同
で
実
施
し
、
広
域
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行
う
。

　
一
方
で
、利
用
者
本
人
の
意
思

を
尊
重
し
た
制
度
利
用
に
つ
な

げ
る
取
り
組
み
は
、各
市
町
や
さ

ら
に
細
か
な
単
位
で
の
実
施
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　
ま
た
、平
成
33
年
度
に
は
基
本

計
画
を
策
定
で
き
る
よ
う
、中
核

機
関
機
能
や
地
域
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
具
体
化
に
つ
い
て
、関

係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
る
。

質

　
　問

回

　
　答

道
路
の
雪
対
策
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
２
月
の
１
４
７
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
積
雪
は
記
憶

に
新
し
い
が
、市
民
の
生
命
や
財

産
、
生
活
を
守
る
た
め
、
全
職
員

が
一
丸
と
な
り
、除
雪
業
者
と
と

も
に
全
力
で
対
応
い
た
だ
い
た

こ
と
に
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

し
た
い
。

　
前
回
の
大
雪
の
反
省
を
ふ
ま

え
、こ
の
冬
の
雪
対
策
を
ど
の
よ

う
に
計
画
し
て
い
る
の
か
。

　
早
期
除
雪
を
目
標
と
す
る
最

重
点
除
雪
路
線
の
追
加
な
ど
、路

線
の
見
直
し
を
行
っ
た
ほ
か
、除

雪
が
遅
れ
て
い
る
路
線
へ
の
対

応
策
と
し
て
、除
雪
協
力
企
業
の

グ
ル
ー
プ
化
に
よ
る
応
援
体
制

を
構
築
す
る
。ま
た
、
除
雪
情
報

に
つ
い
て
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
発
信
に
加
え
、除
雪
の
進
捗
状

況
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
定
期

的
に
掲
載
し
て
い
く
。

　
そ
の
ほ
か
、自
治
会
等
協
力
路

線
や
通
学
路
の
歩
道
な
ど
の
除

雪
に
つ
い
て
、市
民
の
皆
様
に
協

力
い
た
だ
け
る
よ
う
、自
治
会
等

を
対
象
と
し
た
小
型
除
雪
機
購

入
補
助
制
度
を
新
設
し
た
。

質

　
　問

回

　
　答

本
市
の
水
道
民
営
化
の
考

え
に
つ
い
て

　
水
道
民
営
化
等
を
促
す
改
正

水
道
法
が
成
立
し
、
国
は
、
市
が

施
設
を
管
理
し
経
営
を
民
営
に

す
る
こ
と
や
、自
治
体
同
士
の
水

道
事
業
の
合
併
を
進
め
る
等
と

し
て
い
る
。命
の
根
元
で
あ
る
水

は
絶
対
、民
営
化
す
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

　
水
道
事
業
は
、安
全
で
安
心
な

水
道
水
を
安
く
安
定
的
に
提
供

す
る
こ
と
で
、公
衆
衛
生
の
向
上

と
生
活
環
境
の
改
善
に
寄
与
す

る
こ
と
を
使
命
と
し
、市
民
生
活

に
は
欠
か
せ
な
い
、極
め
て
公
共

性
の
高
い
事
業
で
あ
る
。将
来
に

わ
た
り
安
定
し
た
給
水
を
継
続

す
る
た
め
に
は
公
営
企
業
と
し

て
経
営
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
く
、水
道
事
業
の
民
営
化
は
考

え
て
い
な
い
。

　
水
道
事
業
の
広
域
連
携
に
つ

い
て
は
、自
治
体
ご
と
に
料
金
や

財
政
状
況
、施
設
整
備
の
状
況
等

が
異
な
る
こ
と
か
ら
、現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
。

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

障
が
い
者
雇
用
水
増
し
問

題
に
つ
い
て

　
障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
が

守
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
公
表

さ
れ
た
が
、法
定
雇
用
率
を
満
た

す
障
が
い
者
の
雇
用
数
と
、不
足

す
る
雇
用
数
は
。そ
の
法
定
雇
用

率
は
い
つ
達
成
で
き
る
の
か
。

　
今
後
、障
が
い
者
枠
を
設
け
て

採
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
法
定
雇
用
率
を
満
た
す
本
市

の
障
が
い
者
雇
用
数
は
68
人
で

あ
る
の
に
対
し
、
算
定
障
害
者

数
は
45
人
で
あ
り
、
23
人
が
不

足
す
る
。

　
今
後
は
、非
常
勤
職
員
へ
の
障

が
い
者
雇
用
を
積
極
的
に
行
う

な
ど
、法
定
雇
用
率
の
早
期
達
成

に
努
め
て
い
く
。

　
障
が
い
者
の
採
用
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
消
防
士
以
外
の
全
職

種
で
募
集
を
行
っ
て
い
る
。障
が

い
者
枠
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
別

枠
と
し
て
募
集
採
用
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

水
道
民
営
化
は
許
さ
ず
・

上
下
水
道
料
金
値
上
げ
見

直
し
を

　
水
道
は
市
民
に
と
っ
て
命
の

水
で
あ
り
、も
う
け
を
目
的
と
す

る
民
間
の
参
入
を
許
す
民
営
化

は
や
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
ま
た
、昨
年
度
末
決
算
で
水
道

事
業
会
計
で
は
43
億
円
、下
水
道

事
業
会
計
で
は
67
億
円
の
現
金

残
高
も
あ
り
、料
金
の
値
上
げ
は

必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
水
道
事
業
は
、極
め
て
公
共
性

の
高
い
事
業
で
あ
り
、民
間
に
委

ね
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
人
口
減
少
や
節
水
機
器
の
普

及
に
よ
り
料
金
収
入
は
減
少
傾

向
で
あ
る
が
、
水
道
事
業
で
は
、

老
朽
化
し
た
水
道
施
設
の
更
新

や
耐
震
化
が
急
務
と
な
っ
て
お

り
、多
額
の
財
源
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、下
水
道
事
業
に
お
い
て
も
、

企
業
債
償
還
額
の
増
加
分
を
使

用
料
で
賄
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
料
金
改
定
を

お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
、見
直

し
は
考
え
て
い
な
い
。

質

　
　問

回

　
　答

本
市
の
保
育
行
政
に
つ
い
て

　
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
と

と
も
に
、
質
の
高
い
保
育
を
維

持
す
る
た
め
に
保
育
士
の
処
遇

改
善
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本

市
独
自
事
業
と
し
て
、
保
育
士

の
処
遇
改
善
手
当
な
ど
の
給
料

の
上
乗
せ
補
助
や
保
育
士
加
配

に
対
す
る
単
独
補
助
を
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

　
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
は
、

質
の
高
い
保
育
を
維
持
す
る
た

め
に
大
変
重
要
と
考
え
る
。

　
本
市
独
自
の
処
遇
改
善
措
置

と
し
て
、
平
成
28
年
度
に
市
単

独
補
助
金
の
見
直
し
を
行
い
、

経
営
の
安
定
性
を
維
持
し
職
員

の
処
遇
改
善
に
つ
な
げ
る
た
め
、

子
ど
も
の
数
や
職
員
数
に
応
じ

た
補
助
や
、
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
障
が
い
児
保
育
の
た
め
の

加
配
、
０
歳
児
な
ど
を
受
け
入

れ
る
園
へ
の
補
助
を
実
施
し
て

い
る
。 質

　
　問

回

　
　答

市
税
の
増
収
策
に
つ
い
て

　
福
井
北
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
企
業
誘

致
と
古
川
排
水
路
の
治
水
の
進

展
状
況
は
。

　
石
川
県
の
巨
大
商
業
者
に
対

抗
し
て
、
福
井
市
内
の
ロ
ー
ド

サ
イ
ド
商
業
者
等
の
商
圏
の
維

持
・
拡
大
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
施
策
を
推
進
し
て
い
る
の
か
。

　
福
井
北
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
地
域
は

土
地
利
用
規
制
が
あ
り
、
産
業

用
地
と
し
て
利
用
す
る
に
は
厳

し
い
状
況
だ
が
、
引
き
続
き
企

業
立
地
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
む
。
古
川
排
水
路
の
治
水
対

策
に
は
荒
川
の
改
修
が
必
須
で

あ
る
た
め
、
国
や
県
に
対
し
、

荒
川
の
改
修
促
進
に
つ
い
て
引
き

続
き
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

　
市
内
の
商
業
者
へ
の
振
興
策

に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ル
フ
ク
イ
体

制
で
の
消
費
喚
起
の
取
り
組
み

に
対
し
て
支
援
す
る
こ
と
で
、
市

全
体
の
商
圏
維
持
、
拡
大
に
努

め
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に

つ
い
て

　
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に
お

け
る
雪
害
に
関
連
す
る
脆
弱
性

の
評
価
に
つ
い
て
、こ
の
冬
か
ら

改
善
、実
施
で
き
る
も
の
は
何
か
。

　
ま
た
、
除
雪
へ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ（
位

置
情
報
シ
ス
テ
ム
）試
験
導
入
で

は
、何
を
検
証
す
る
の
か
。

　
最
重
点
除
雪
路
線
に
お
け
る

消
雪
設
備
の
整
備
や
除
雪
エ
リ

ア
の
改
善
、
除
雪
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
確
保
に
取
り
組
む
ほ
か
、

公
共
交
通
の
運
行
状
況
等
の
速

や
か
な
情
報
提
供
、
官
民
協
働

に
よ
る
バ
ス
や
鉄
道
の
柔
軟
な

運
行
に
努
め
る
。
ま
た
、
国
や

県
等
の
関
係
機
関
と
の
緊
密
な

情
報
共
有
や
連
携
体
制
の
構
築

に
よ
り
、
除
雪
に
関
す
る
情
報

を
適
切
か
つ
迅
速
に
発
信
し
て

い
く
。

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
除
雪
車
の
位

置
や
走
行
履
歴
の
情
報
提
供
が
、

市
民
に
と
っ
て
的
確
で
有
益
な
も

の
か
、除
雪
作
業
の
効
率
化
に
寄

与
す
る
も
の
か
な
ど
、費
用
対
効

果
を
含
め
総
合
的
に
検
証
す
る
。

市民クラブ

かたや　 しゅういち
議
員 藤田 諭

志政会

ふじた　 さとし
議
員

池上 優徳
一真会

いけがみ　 まさのり
議
員

中村 綾菜
市民クラブ

なかむら　 あやな

皆川 信正
一真会

みながわ　 のぶまさ
議
員

加藤 貞信
志政会

かとう　さだのぶ

島川 由美子
公明党

しまかわ　 ゆみこ
議
員

奥島 光晴
一真会

おくしま　 みつはる

議
員

議
員

議
員

野嶋 祐記
志政会

のじま　 ゆうき
議
員

　矢 修一

鈴木 正樹
日本共産党議員団

すすき　 しょうじゅ
議
員

八田 一以
一真会

はった　 いちい
議
員
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一
般
質
問
要
旨

産
後
の
母
親
支
援
に
つ
い
て

　
出
産
後
、予
想
外
の
心
身
の
不

調
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
の

難
し
さ
に
直
面
し
、戸
惑
う
女
性

が
多
く
い
る
。77
％
が
産
後
う
つ
、

も
し
く
は
産
後
う
つ
一
歩
手
前

で
あ
る
こ
と
が
、民
間
団
体
の
調

べ
で
分
か
っ
た
。本
市
と
し
て
、

産
後
の
母
親
支
援
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　
産
婦
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、

妊
産
婦
・
新
生
児
訪
問
事
業
や

産
後
の
母
体
ケ
ア
の
ミ
ニ
講
座
、

育
児
や
産
後
の
健
康
に
関
す
る

相
談
等
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
、

心
身
の
ケ
ア
や
育
児
支
援
が
必

要
な
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
に
対

し
て
は
、
医
療
機
関
等
と
連
携

し
、産
後
間
も
な
い
時
期
か
ら
保

健
師
や
助
産
師
に
よ
る
訪
問
等

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、産
科
医

療
機
関
等
で
の
デ
イ
ケ
ア
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
、産
後
ケ
ア

事
業
も
検
討
し
て
い
る
。

　
今
後
も
産
後
の
母
親
に
対
す

る
教
室
等
の
開
催
を
増
や
し
、産

後
の
母
親
支
援
の
充
実
に
努
め

て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

並
行
在
来
線
に
つ
い
て

　
北
陸
新
幹
線
福
井
開
業
に
伴

い
、Ｊ
Ｒ
北
陸
線
が
Ｊ
Ｒ
西
日
本

か
ら
経
営
分
離
後
の
並
行
在
来

線
利
用
促
進
策
と
し
て
、森
田
駅

西
側
に
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
駐
車

場
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
石
川
や
富
山
で
は
、Ｊ

Ｒ
の
直
営
・
委
託
の
有
人
駅
は

経
営
分
離
後
も
並
行
在
来
線
会

社
に
引
き
継
が
れ
た
が
、本
県
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
駐
車
場
の

整
備
は
、並
行
在
来
線
の
利
用
促

進
策
の
一
つ
と
し
て
有
効
と
認

識
し
て
い
る
。今
後
、
並
行
在
来

線
開
業
に
あ
わ
せ
、需
要
の
見
込

み
や
設
置
場
所
も
含
め
て
検
討

す
る
。

　
Ｊ
Ｒ
の
直
営
・
委
託
有
人
駅

の
経
営
分
離
後
の
引
き
継
ぎ
に

つ
い
て
は
、石
川
や
富
山
の
先
行

事
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
、経
営
分

離
前
と
比
べ
利
便
性
が
損
な
わ

れ
な
い
よ
う
福
井
県
並
行
在
来

線
対
策
協
議
会
で
検
討
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
に

向
け
た
体
制
整
備
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
５
月
施
行
の
成
年

後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
関
す

る
法
律
に
お
い
て
、各
市
町
が
整

備
す
べ
き
基
本
計
画
・
中
核
機

関
・
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

等
に
つ
い
て
は
、利
用
者
で
あ
る

認
知
症
高
齢
者
や
障
害
者
等
の

意
思
に
基
づ
い
た
支
援
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。

　
平
成
34
年
度
か
ら
の
連
携
事

業
開
始
を
目
指
し
、来
年
度
か
ら

ふ
く
い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市
圏

へ
の
参
加
市
町
と
協
議
を
開
始

す
る
予
定
。制
度
の
啓
発
や
利
用

支
援
、中
核
機
関
の
一
部
の
機
能

を
共
同
で
実
施
し
、
広
域
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行
う
。

　
一
方
で
、利
用
者
本
人
の
意
思

を
尊
重
し
た
制
度
利
用
に
つ
な

げ
る
取
り
組
み
は
、各
市
町
や
さ

ら
に
細
か
な
単
位
で
の
実
施
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　
ま
た
、平
成
33
年
度
に
は
基
本

計
画
を
策
定
で
き
る
よ
う
、中
核

機
関
機
能
や
地
域
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
具
体
化
に
つ
い
て
、関

係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
る
。

質

　
　問

回

　
　答

道
路
の
雪
対
策
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
２
月
の
１
４
７
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
積
雪
は
記
憶

に
新
し
い
が
、市
民
の
生
命
や
財

産
、
生
活
を
守
る
た
め
、
全
職
員

が
一
丸
と
な
り
、除
雪
業
者
と
と

も
に
全
力
で
対
応
い
た
だ
い
た

こ
と
に
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

し
た
い
。

　
前
回
の
大
雪
の
反
省
を
ふ
ま

え
、こ
の
冬
の
雪
対
策
を
ど
の
よ

う
に
計
画
し
て
い
る
の
か
。

　
早
期
除
雪
を
目
標
と
す
る
最

重
点
除
雪
路
線
の
追
加
な
ど
、路

線
の
見
直
し
を
行
っ
た
ほ
か
、除

雪
が
遅
れ
て
い
る
路
線
へ
の
対

応
策
と
し
て
、除
雪
協
力
企
業
の

グ
ル
ー
プ
化
に
よ
る
応
援
体
制

を
構
築
す
る
。ま
た
、
除
雪
情
報

に
つ
い
て
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
発
信
に
加
え
、除
雪
の
進
捗
状

況
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
定
期

的
に
掲
載
し
て
い
く
。

　
そ
の
ほ
か
、自
治
会
等
協
力
路

線
や
通
学
路
の
歩
道
な
ど
の
除

雪
に
つ
い
て
、市
民
の
皆
様
に
協

力
い
た
だ
け
る
よ
う
、自
治
会
等

を
対
象
と
し
た
小
型
除
雪
機
購

入
補
助
制
度
を
新
設
し
た
。

質

　
　問

回

　
　答

本
市
の
水
道
民
営
化
の
考

え
に
つ
い
て

　
水
道
民
営
化
等
を
促
す
改
正

水
道
法
が
成
立
し
、
国
は
、
市
が

施
設
を
管
理
し
経
営
を
民
営
に

す
る
こ
と
や
、自
治
体
同
士
の
水

道
事
業
の
合
併
を
進
め
る
等
と

し
て
い
る
。命
の
根
元
で
あ
る
水

は
絶
対
、民
営
化
す
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

　
水
道
事
業
は
、安
全
で
安
心
な

水
道
水
を
安
く
安
定
的
に
提
供

す
る
こ
と
で
、公
衆
衛
生
の
向
上

と
生
活
環
境
の
改
善
に
寄
与
す

る
こ
と
を
使
命
と
し
、市
民
生
活

に
は
欠
か
せ
な
い
、極
め
て
公
共

性
の
高
い
事
業
で
あ
る
。将
来
に

わ
た
り
安
定
し
た
給
水
を
継
続

す
る
た
め
に
は
公
営
企
業
と
し

て
経
営
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
く
、水
道
事
業
の
民
営
化
は
考

え
て
い
な
い
。

　
水
道
事
業
の
広
域
連
携
に
つ

い
て
は
、自
治
体
ご
と
に
料
金
や

財
政
状
況
、施
設
整
備
の
状
況
等

が
異
な
る
こ
と
か
ら
、現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
。

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

障
が
い
者
雇
用
水
増
し
問

題
に
つ
い
て

　
障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
が

守
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
公
表

さ
れ
た
が
、法
定
雇
用
率
を
満
た

す
障
が
い
者
の
雇
用
数
と
、不
足

す
る
雇
用
数
は
。そ
の
法
定
雇
用

率
は
い
つ
達
成
で
き
る
の
か
。

　
今
後
、障
が
い
者
枠
を
設
け
て

採
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
法
定
雇
用
率
を
満
た
す
本
市

の
障
が
い
者
雇
用
数
は
68
人
で

あ
る
の
に
対
し
、
算
定
障
害
者

数
は
45
人
で
あ
り
、
23
人
が
不

足
す
る
。

　
今
後
は
、非
常
勤
職
員
へ
の
障

が
い
者
雇
用
を
積
極
的
に
行
う

な
ど
、法
定
雇
用
率
の
早
期
達
成

に
努
め
て
い
く
。

　
障
が
い
者
の
採
用
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
消
防
士
以
外
の
全
職

種
で
募
集
を
行
っ
て
い
る
。障
が

い
者
枠
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
別

枠
と
し
て
募
集
採
用
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

水
道
民
営
化
は
許
さ
ず
・

上
下
水
道
料
金
値
上
げ
見

直
し
を

　
水
道
は
市
民
に
と
っ
て
命
の

水
で
あ
り
、も
う
け
を
目
的
と
す

る
民
間
の
参
入
を
許
す
民
営
化

は
や
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
ま
た
、昨
年
度
末
決
算
で
水
道

事
業
会
計
で
は
43
億
円
、下
水
道

事
業
会
計
で
は
67
億
円
の
現
金

残
高
も
あ
り
、料
金
の
値
上
げ
は

必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
水
道
事
業
は
、極
め
て
公
共
性

の
高
い
事
業
で
あ
り
、民
間
に
委

ね
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
人
口
減
少
や
節
水
機
器
の
普

及
に
よ
り
料
金
収
入
は
減
少
傾

向
で
あ
る
が
、
水
道
事
業
で
は
、

老
朽
化
し
た
水
道
施
設
の
更
新

や
耐
震
化
が
急
務
と
な
っ
て
お

り
、多
額
の
財
源
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、下
水
道
事
業
に
お
い
て
も
、

企
業
債
償
還
額
の
増
加
分
を
使

用
料
で
賄
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
料
金
改
定
を

お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
、見
直

し
は
考
え
て
い
な
い
。

質

　
　問

回

　
　答

本
市
の
保
育
行
政
に
つ
い
て

　
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
と

と
も
に
、
質
の
高
い
保
育
を
維

持
す
る
た
め
に
保
育
士
の
処
遇

改
善
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本

市
独
自
事
業
と
し
て
、
保
育
士

の
処
遇
改
善
手
当
な
ど
の
給
料

の
上
乗
せ
補
助
や
保
育
士
加
配

に
対
す
る
単
独
補
助
を
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

　
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
は
、

質
の
高
い
保
育
を
維
持
す
る
た

め
に
大
変
重
要
と
考
え
る
。

　
本
市
独
自
の
処
遇
改
善
措
置

と
し
て
、
平
成
28
年
度
に
市
単

独
補
助
金
の
見
直
し
を
行
い
、

経
営
の
安
定
性
を
維
持
し
職
員

の
処
遇
改
善
に
つ
な
げ
る
た
め
、

子
ど
も
の
数
や
職
員
数
に
応
じ

た
補
助
や
、
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
障
が
い
児
保
育
の
た
め
の

加
配
、
０
歳
児
な
ど
を
受
け
入

れ
る
園
へ
の
補
助
を
実
施
し
て

い
る
。 質

　
　問

回

　
　答

市
税
の
増
収
策
に
つ
い
て

　
福
井
北
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
企
業
誘

致
と
古
川
排
水
路
の
治
水
の
進

展
状
況
は
。

　
石
川
県
の
巨
大
商
業
者
に
対

抗
し
て
、
福
井
市
内
の
ロ
ー
ド

サ
イ
ド
商
業
者
等
の
商
圏
の
維

持
・
拡
大
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
施
策
を
推
進
し
て
い
る
の
か
。

　
福
井
北
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
地
域
は

土
地
利
用
規
制
が
あ
り
、
産
業

用
地
と
し
て
利
用
す
る
に
は
厳

し
い
状
況
だ
が
、
引
き
続
き
企

業
立
地
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
む
。
古
川
排
水
路
の
治
水
対

策
に
は
荒
川
の
改
修
が
必
須
で

あ
る
た
め
、
国
や
県
に
対
し
、

荒
川
の
改
修
促
進
に
つ
い
て
引
き

続
き
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

　
市
内
の
商
業
者
へ
の
振
興
策

に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ル
フ
ク
イ
体

制
で
の
消
費
喚
起
の
取
り
組
み

に
対
し
て
支
援
す
る
こ
と
で
、
市

全
体
の
商
圏
維
持
、
拡
大
に
努

め
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に

つ
い
て

　
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に
お

け
る
雪
害
に
関
連
す
る
脆
弱
性

の
評
価
に
つ
い
て
、こ
の
冬
か
ら

改
善
、実
施
で
き
る
も
の
は
何
か
。

　
ま
た
、
除
雪
へ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ（
位

置
情
報
シ
ス
テ
ム
）試
験
導
入
で

は
、何
を
検
証
す
る
の
か
。

　
最
重
点
除
雪
路
線
に
お
け
る

消
雪
設
備
の
整
備
や
除
雪
エ
リ

ア
の
改
善
、
除
雪
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
確
保
に
取
り
組
む
ほ
か
、

公
共
交
通
の
運
行
状
況
等
の
速

や
か
な
情
報
提
供
、
官
民
協
働

に
よ
る
バ
ス
や
鉄
道
の
柔
軟
な

運
行
に
努
め
る
。
ま
た
、
国
や

県
等
の
関
係
機
関
と
の
緊
密
な

情
報
共
有
や
連
携
体
制
の
構
築

に
よ
り
、
除
雪
に
関
す
る
情
報

を
適
切
か
つ
迅
速
に
発
信
し
て

い
く
。

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
除
雪
車
の
位

置
や
走
行
履
歴
の
情
報
提
供
が
、

市
民
に
と
っ
て
的
確
で
有
益
な
も

の
か
、除
雪
作
業
の
効
率
化
に
寄

与
す
る
も
の
か
な
ど
、費
用
対
効

果
を
含
め
総
合
的
に
検
証
す
る
。

市民クラブ

かたや　 しゅういち
議
員 藤田 諭

志政会

ふじた　 さとし
議
員

池上 優徳
一真会

いけがみ　 まさのり
議
員

中村 綾菜
市民クラブ

なかむら　 あやな

皆川 信正
一真会

みながわ　 のぶまさ
議
員

加藤 貞信
志政会

かとう　さだのぶ

島川 由美子
公明党

しまかわ　 ゆみこ
議
員

奥島 光晴
一真会

おくしま　 みつはる

議
員

議
員

議
員

野嶋 祐記
志政会

のじま　 ゆうき
議
員

　矢 修一

鈴木 正樹
日本共産党議員団

すすき　 しょうじゅ
議
員

八田 一以
一真会

はった　 いちい
議
員
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観
光
政
策
に
つ
い
て

　
観
光
政
策
に
つ
い
て
は
、
中
核

市
移
行
に
伴
う
連
携
中
枢
都
市

圏
の
形
成
、
北
陸
新
幹
線
福
井

開
業
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
さ

ら
に
大
阪
万
博
と
、
こ
れ
か
ら
の

チ
ャ
ン
ス
を
い
か
に
し
て
も
の
に

す
る
か
が
、
そ
の
後
の
福
井
市

の
未
来
に
大
き
く
影
響
す
る
。

福
井
市
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
プ
ロ

モ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
街
に
に
ぎ

わ
い
が
生
ま
れ
る
と
考
え
る
が
、

何
か
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
あ

る
の
か
。

　
御
酒
飲
帳
事
業
は
、
観
光
資

源
の一つ
で
あ
る
地
酒
を
切
り
口

と
し
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
観

光
客
が
各
市
町
観
光
案
内
所
や

参
加
酒
蔵
で
配
布
す
る
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
「
御
酒
飲
帳
」
を
片
手

に
各
酒
蔵
を
め
ぐ
り
、
集
め
た

銘
酒
ラ
ベ
ル
や
ス
タ
ン
プ
の
数
に

応
じ
て
、
抽
選
で
笏
谷
石
の
酒

器
な
ど
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
大
手
旅
行
雑
誌
の

特
集
記
事
内
で
こ
の
事
業
が
紹

介
さ
れ
る
な
ど
、
成
果
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

食
の
産
業
化
に
つ
い
て

　
食
の
産
業
化
は
、
あ
ら
ゆ
る

制
度
を
活
用
し
て
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
農

林
漁
業
と
商
工
業
の
連
携
が
重

要
と
考
え
る
。
農
林
水
産
部
と

商
工
労
働
部
の
間
で
、
相
互
に

連
携
を
図
る
た
め
の
枠
組
み
と

そ
の
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

　
現
在
、
農
林
水
産
部
と
商
工

労
働
部
で
は
、
連
携
し
て
農
林

水
産
物
の
生
産
、
加
工
品
の
開

発
・Ｐ
Ｒ
、
販
路
開
拓
を
行
っ

て
お
り
、
各
種
ブ
ラ
ン
ド
化
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

福
井
市
フ
ェ
ア
や
台
湾
物
産
展

な
ど
に
お
い
て
は
、
農
林
水
産

物
や
そ
の
加
工
品
を
併
せ
て
出

展
、Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
は
、
福
井
の
食
を
さ
ら

に
魅
力
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、

農
林
水
産
業
と
商
工
業
だ
け
で

な
く
、
観
光
業
と
の
連
携
も
含

め
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

本
市
の
農
業
に
つ
い
て

　
米
の
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
る

に
は
、
圃
場
整
備
と
農
地
の
集

積
・
集
約
化
が
必
要
で
あ
る
。

本
市
の
圃
場
整
備
や
農
地
の
集

積
・
集
約
化
に
つ
い
て
、
現
状

を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
本
市
と
し
て
の

役
割
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
の
か
。

　
平
成
28
年
度
末
の
圃
場
整
備

率
は
、
１
区
画
３
千
平
米
以
上

が
83
・
２
％
、そ
の
内
１
万
平
米

以
上
が
９・
９
％
で
あ
り
、今
後

も
効
率
的
な
複
合
経
営
の
転
換

が
図
れ
る
よ
う
、
更
な
る
圃
場

の
大
区
画
化
と
汎
用
化
が
必
要

で
あ
る
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
末
の
農

地
集
積
率
は
71
・
４
％
で
あ
り
、

目
標
の
80
％
達
成
に
向
け
て
、

中
山
間
地
域
に
お
け
る
集
積
が

重
要
で
あ
る
。

　
今
後
も
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に

よ
る
地
域
内
の
話
し
合
い
を
促

し
、
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の

貸
付
を
進
め
、
農
地
の
集
積
・

集
約
化
を
図
る
。

質

　
　問

回

　
　答

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
基

本
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

　
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
予
定

地
周
辺
は
、
将
来
の
余
熱
利
用

発
電
を
含
め
健
康
運
動
施
設
、

農
業
研
究
施
設
、
福
井
・
福
井

北
Ｉ
Ｃ
と
の
交
通
利
便
性
が
良

い
と
い
っ
た
、
他
地
域
に
な
い

強
み
が
あ
る
。
働
く
場
の
創
出
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効

活
用
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
６
次
産
業
化
の
促
進
、
さ
ら

に
は
交
流
人
口
の
拡
大
に
も
つ

な
が
る
次
世
代
園
芸
施
設
や
農

産
物
加
工
施
設
な
ど
を
民
間
企

業
誘
致
も
含
め
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

　
新
ご
み
処
理
施
設
の
余
熱
利

用
は
、
市
民
の
意
見
を
踏
ま
え

効
率
的
で
有
効
な
使
い
方
を
検

討
し
、
地
域
の
強
み
や
特
色
を

活
か
す
取
り
組
み
を
関
係
部
局

と
連
携
し
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
本
市
へ
の
民
間
企
業

の
新
た
な
進
出
は
、
市
民
の
働

く
場
の
創
出
と
地
域
経
済
の
活

性
化
に
大
い
に
貢
献
す
る
こ
と

か
ら
、
立
地
を
支
援
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

い
じ
め
、
不
登
校
児
童
・

生
徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
昨
年
度
の
本
市
の
い
じ
め
の

認
知
件
数
及
び
そ
の
対
策
は
。

　
ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
を

嶺
北
地
域
の
一
体
的
な
施
設
と

し
て
利
用
拡
大
で
き
な
い
か
。

　
平
成
29
年
度
の
本
市
で
の
い

じ
め
の
認
知
件
数
は
、
小
・
中

学
校
合
わ
せ
て
３
８
６
件
で
あ

り
、
内
容
や
程
度
に
関
わ
ら
ず
、

教
職
員
全
体
で
児
童
生
徒
を
見

守
る
態
勢
づ
く
り
に
努
め
、
定

期
的
に
教
育
相
談
や
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
教
育
活
動
全
般
に
わ

た
っ
て
、
思
い
や
り
の
心
や
人

権
意
識
の
醸
成
を
図
る
ほ
か
、

困
っ
た
こ
と
は
す
ぐ
に
相
談
す

る
よ
う
指
導
す
る
な
ど
、
い
じ

め
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
、

早
期
対
応
に
努
め
て
い
る
。

　
在
籍
校
復
帰
の
支
援
は
児
童

生
徒
が
住
む
市
町
の
適
応
指
導

教
室
に
通
う
こ
と
が
原
則
だ
が
、

当
該
教
育
委
員
会
か
ら
要
請
が

あ
れ
ば
本
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
の

利
用
の
協
議
は
可
能
と
考
え
る
。

質

　
　問

回

　
　答

文
化
会
館
整
備
事
業
に
つ

い
て

　
福
井
市
文
化
会
館
は
施
設
の

老
朽
化
や
耐
震
性
不
足
が
課
題

だ
が
、
修
繕
に
よ
る
対
応
で
は

限
界
が
あ
る
。
今
の
状
態
で
い

つ
ま
で
利
用
で
き
る
と
判
断
し

て
い
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
状

況
か
ら
、
い
つ
ま
で
に
新
文
化

会
館
建
設
の
判
断
が
必
要
と
考

え
て
い
る
の
か
。

　
現
文
化
会
館
の
老
朽
化
等
の

状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
こ

と
を
検
討
し
て
お
り
、
そ
の
結

果
に
基
づ
き
、
現
文
化
会
館
が

い
つ
ま
で
利
用
で
き
る
か
を
判

断
す
る
。

　
新
文
化
会
館
建
設
に
つ
い
て

は
、
財
政
再
建
計
画
期
間
中
は

文
化
会
館
な
ど
の
大
型
公
共
事

業
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
新

た
な
施
設
整
備
を
行
わ
な
い
こ

と
と
し
て
い
る
た
め
、
財
政
再

建
計
画
の
進
捗
を
確
認
す
る
ほ

か
、
社
会
情
勢
や
現
文
化
会
館

の
状
況
等
を
踏
ま
え
て
協
議
し

て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

里
地
里
山
を
守
る
取
り
組

み
に
つ
い
て

　
里
地
里
山
の
良
好
な
保
全
に

は
、
農
林
業
な
ど
に
関
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
の
働
き
か
け
を
通

じ
て
環
境
が
形
成
・
維
持
さ
れ

て
き
た
。
健
全
に
維
持
す
る
こ

と
が
、
本
市
の
重
要
な
問
題
と

考
え
る
が
、
里
地
里
山
に
対
す

る
本
市
の
取
り
組
み
、
考
え
は
。

　
里
山
を
守
る
た
め
に
は
適
切

な
整
備
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

森
林
組
合
及
び
自
伐
林
家
と
連

携
し
、
国
や
県
か
ら
の
支
援
を

活
用
し
な
が
ら
森
林
整
備
を
推

進
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、平
成
31
年
４
月
に
施

行
さ
れ
る
森
林
経
営
管
理
法
に

基
づ
き
森
林
整
備
を
実
施
し
、間

伐
遅
れ
の
森
林
の
解
消
を
図
る

な
ど
、健
全
な
森
林
の
育
成
に
努

め
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

に
よ
り
、林
業
経
営
の
安
定
化
と

魅
力
あ
る
林
業
の
実
現
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

質

　
　問

回

　
　答

も
の
づ
く
り
企
業
の
支
援

に
つ
い
て

　
福
井
市
財
政
再
建
計
画
は
、

縮
小
均
衡
を
目
指
す
も
の
で
は

あ
る
が
、
一
方
で
は
「
福
井
市

の
成
長
戦
略
」
を
構
築
し
、
稼

げ
る
産
業
の
育
成
が
急
務
と
な

る
。
そ
の
中
で
も
、
こ
れ
ま
で

福
井
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
「
も

の
づ
く
り
」
に
対
す
る
支
援
の

方
針
を
伺
う
。

　
ふ
く
い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市

圏
ビ
ジ
ョ
ン
に
新
製
品
開
発
支

援
や
新
事
業
創
出
支
援
を
掲
げ

て
お
り
、
圏
域
の
強
み
を
生
か

し
な
が
ら
新
た
な
価
値
の
創
出

を
支
援
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
国
の
同
意
を
受
け
た

福
井
市
導
入
促
進
基
本
計
画
に

よ
る
固
定
資
産
税
の
軽
減
や
、

国
の
も
の
づ
く
り
・
サ
ー
ビ
ス

補
助
金
の
優
先
的
採
択
な
ど
、

市
内
企
業
の
設
備
投
資
を
支
援

し
て
お
り
、
今
後
も
本
市
の
も

の
づ
く
り
企
業
の
競
争
力
強
化

に
取
り
組
む
。

質

　
　問

回

　
　答

福
井
市
の
障
が
い
者
雇
用

差
別
的
で
不
適
切
な
求
人

の
改
善
を
求
め
る

　
障
が
い
者
雇
用
の
不
適
切
な

求
人
に
つ
い
て
、「
自
力
で
通
勤

で
き
る
」
や
「
介
護
者
な
し
で
業

務
遂
行
が
可
能
」な
ど
、
国
と
同

様
に
福
井
市
で
も
受
験
資
格
に

規
定
し
て
い
る
の
は
、
障
が
い
者

排
除
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
不

適
切
な
規
定
だ
と
認
め
、
謝
罪
、

見
直
し
す
る
考
え
は
。
ま
た
、
労

働
、雇
用
確
保
の
環
境
整
備
や
支

援
策
の
抜
本
改
善
は
。

　
受
験
資
格
に
あ
る
「
介
助
者

な
し
に
受
験
及
び
通
勤
・
職
務

遂
行
が
可
能
な
こ
と
」
の
文
言

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
社
会
情

勢
に
照
ら
し
た
場
合
、
適
当
で

な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
、
関

係
法
令
や
社
会
情
勢
に
沿
っ
た

も
の
と
な
る
よ
う
、
早
期
に
改

善
す
る
。
ま
た
、バ
リ
ア
フ
リ
ー

な
ど
の
職
場
環
境
に
考
慮
し
た

人
事
異
動
も
行
う
な
ど
、
障
が

い
を
持
つ
職
員
が
継
続
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

中
核
市
移
行
に
つ
い
て

　
中
核
市
移
行
に
よ
り
業
務
内

容
が
変
わ
る
職
場
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
に
県
と
連
携
す
る
の

か
。
ま
た
、
困
難
な
事
案
な
ど

が
発
生
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

　
本
年
度
の
県
へ
の
重
要
要
望

で
は
、
移
譲
事
務
に
関
す
る

「
広
域
的
な
調
整
や
情
報
交
換
」

及
び
「
県
が
開
催
す
る
勉
強
会

等
へ
の
市
職
員
の
参
加
受
入
」

を
要
望
し
、
現
在
、
そ
の
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
、
担
当
所

属
間
で
の
協
議
を
始
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
中
核
市
移
行
後
は
、

保
健
所
や
廃
棄
物
対
策
な
ど
、

特
に
専
門
性
が
高
く
、
県
と
の

連
携
が
必
要
な
分
野
に
お
い
て
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
県
職
員
の
受

け
入
れ
を
予
定
し
て
い
る
。

　
移
譲
事
務
を
万
全
の
体
制
で

運
営
し
、
市
民
生
活
に
支
障
が

生
じ
な
い
よ
う
、
今
後
さ
ら
に

県
と
の
協
議
を
進
め
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

ご
し
ゅ
い
ん
ち
ょ
う

志政会

みずしま　 ひであき
議
員

一真会

ほりえ　 ひろみ
議
員

市民クラブ

むらた　 こういち
議
員

志政会

ふじた　 さとし
議
員

日本共産党議員団

にしむら　 きみこ
議
員

一真会

たなか　 よしのり
議
員

村田 耕一

藤田 諭

西村 公子

田中 義乃

下畑 健二
公明党

しもばた　 けんじ
議
員水島 秀晃

市民クラブ

よしだ　 きんいち
議
員吉田 琴一

堀江 廣海

いずみ

一真会

かずやいずみ
議
員泉 和弥

福野 大輔
一真会

ふくの　 だいすけ
議
員
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ふくいふくい

観
光
政
策
に
つ
い
て

　
観
光
政
策
に
つ
い
て
は
、
中
核

市
移
行
に
伴
う
連
携
中
枢
都
市

圏
の
形
成
、
北
陸
新
幹
線
福
井

開
業
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
さ

ら
に
大
阪
万
博
と
、
こ
れ
か
ら
の

チ
ャ
ン
ス
を
い
か
に
し
て
も
の
に

す
る
か
が
、
そ
の
後
の
福
井
市

の
未
来
に
大
き
く
影
響
す
る
。

福
井
市
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
プ
ロ

モ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
街
に
に
ぎ

わ
い
が
生
ま
れ
る
と
考
え
る
が
、

何
か
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
あ

る
の
か
。

　
御
酒
飲
帳
事
業
は
、
観
光
資

源
の一つ
で
あ
る
地
酒
を
切
り
口

と
し
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
観

光
客
が
各
市
町
観
光
案
内
所
や

参
加
酒
蔵
で
配
布
す
る
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
「
御
酒
飲
帳
」
を
片
手

に
各
酒
蔵
を
め
ぐ
り
、
集
め
た

銘
酒
ラ
ベ
ル
や
ス
タ
ン
プ
の
数
に

応
じ
て
、
抽
選
で
笏
谷
石
の
酒

器
な
ど
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
大
手
旅
行
雑
誌
の

特
集
記
事
内
で
こ
の
事
業
が
紹

介
さ
れ
る
な
ど
、
成
果
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

食
の
産
業
化
に
つ
い
て

　
食
の
産
業
化
は
、
あ
ら
ゆ
る

制
度
を
活
用
し
て
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
農

林
漁
業
と
商
工
業
の
連
携
が
重

要
と
考
え
る
。
農
林
水
産
部
と

商
工
労
働
部
の
間
で
、
相
互
に

連
携
を
図
る
た
め
の
枠
組
み
と

そ
の
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

　
現
在
、
農
林
水
産
部
と
商
工

労
働
部
で
は
、
連
携
し
て
農
林

水
産
物
の
生
産
、
加
工
品
の
開

発
・Ｐ
Ｒ
、
販
路
開
拓
を
行
っ

て
お
り
、
各
種
ブ
ラ
ン
ド
化
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

福
井
市
フ
ェ
ア
や
台
湾
物
産
展

な
ど
に
お
い
て
は
、
農
林
水
産

物
や
そ
の
加
工
品
を
併
せ
て
出

展
、Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
は
、
福
井
の
食
を
さ
ら

に
魅
力
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、

農
林
水
産
業
と
商
工
業
だ
け
で

な
く
、
観
光
業
と
の
連
携
も
含

め
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

本
市
の
農
業
に
つ
い
て

　
米
の
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
る

に
は
、
圃
場
整
備
と
農
地
の
集

積
・
集
約
化
が
必
要
で
あ
る
。

本
市
の
圃
場
整
備
や
農
地
の
集

積
・
集
約
化
に
つ
い
て
、
現
状

を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
本
市
と
し
て
の

役
割
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
の
か
。

　
平
成
28
年
度
末
の
圃
場
整
備

率
は
、
１
区
画
３
千
平
米
以
上

が
83
・
２
％
、そ
の
内
１
万
平
米

以
上
が
９・
９
％
で
あ
り
、今
後

も
効
率
的
な
複
合
経
営
の
転
換

が
図
れ
る
よ
う
、
更
な
る
圃
場

の
大
区
画
化
と
汎
用
化
が
必
要

で
あ
る
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
末
の
農

地
集
積
率
は
71
・
４
％
で
あ
り
、

目
標
の
80
％
達
成
に
向
け
て
、

中
山
間
地
域
に
お
け
る
集
積
が

重
要
で
あ
る
。

　
今
後
も
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に

よ
る
地
域
内
の
話
し
合
い
を
促

し
、
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の

貸
付
を
進
め
、
農
地
の
集
積
・

集
約
化
を
図
る
。

質

　
　問

回

　
　答

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
基

本
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

　
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
予
定

地
周
辺
は
、
将
来
の
余
熱
利
用

発
電
を
含
め
健
康
運
動
施
設
、

農
業
研
究
施
設
、
福
井
・
福
井

北
Ｉ
Ｃ
と
の
交
通
利
便
性
が
良

い
と
い
っ
た
、
他
地
域
に
な
い

強
み
が
あ
る
。
働
く
場
の
創
出
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効

活
用
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
６
次
産
業
化
の
促
進
、
さ
ら

に
は
交
流
人
口
の
拡
大
に
も
つ

な
が
る
次
世
代
園
芸
施
設
や
農

産
物
加
工
施
設
な
ど
を
民
間
企

業
誘
致
も
含
め
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

　
新
ご
み
処
理
施
設
の
余
熱
利

用
は
、
市
民
の
意
見
を
踏
ま
え

効
率
的
で
有
効
な
使
い
方
を
検

討
し
、
地
域
の
強
み
や
特
色
を

活
か
す
取
り
組
み
を
関
係
部
局

と
連
携
し
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
本
市
へ
の
民
間
企
業

の
新
た
な
進
出
は
、
市
民
の
働

く
場
の
創
出
と
地
域
経
済
の
活

性
化
に
大
い
に
貢
献
す
る
こ
と

か
ら
、
立
地
を
支
援
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

い
じ
め
、
不
登
校
児
童
・

生
徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
昨
年
度
の
本
市
の
い
じ
め
の

認
知
件
数
及
び
そ
の
対
策
は
。

　
ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
を

嶺
北
地
域
の
一
体
的
な
施
設
と

し
て
利
用
拡
大
で
き
な
い
か
。

　
平
成
29
年
度
の
本
市
で
の
い

じ
め
の
認
知
件
数
は
、
小
・
中

学
校
合
わ
せ
て
３
８
６
件
で
あ

り
、
内
容
や
程
度
に
関
わ
ら
ず
、

教
職
員
全
体
で
児
童
生
徒
を
見

守
る
態
勢
づ
く
り
に
努
め
、
定

期
的
に
教
育
相
談
や
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
教
育
活
動
全
般
に
わ

た
っ
て
、
思
い
や
り
の
心
や
人

権
意
識
の
醸
成
を
図
る
ほ
か
、

困
っ
た
こ
と
は
す
ぐ
に
相
談
す

る
よ
う
指
導
す
る
な
ど
、
い
じ

め
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
、

早
期
対
応
に
努
め
て
い
る
。

　
在
籍
校
復
帰
の
支
援
は
児
童

生
徒
が
住
む
市
町
の
適
応
指
導

教
室
に
通
う
こ
と
が
原
則
だ
が
、

当
該
教
育
委
員
会
か
ら
要
請
が

あ
れ
ば
本
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
の

利
用
の
協
議
は
可
能
と
考
え
る
。

質

　
　問

回

　
　答

文
化
会
館
整
備
事
業
に
つ

い
て

　
福
井
市
文
化
会
館
は
施
設
の

老
朽
化
や
耐
震
性
不
足
が
課
題

だ
が
、
修
繕
に
よ
る
対
応
で
は

限
界
が
あ
る
。
今
の
状
態
で
い

つ
ま
で
利
用
で
き
る
と
判
断
し

て
い
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
状

況
か
ら
、
い
つ
ま
で
に
新
文
化

会
館
建
設
の
判
断
が
必
要
と
考

え
て
い
る
の
か
。

　
現
文
化
会
館
の
老
朽
化
等
の

状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
こ

と
を
検
討
し
て
お
り
、
そ
の
結

果
に
基
づ
き
、
現
文
化
会
館
が

い
つ
ま
で
利
用
で
き
る
か
を
判

断
す
る
。

　
新
文
化
会
館
建
設
に
つ
い
て

は
、
財
政
再
建
計
画
期
間
中
は

文
化
会
館
な
ど
の
大
型
公
共
事

業
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
新

た
な
施
設
整
備
を
行
わ
な
い
こ

と
と
し
て
い
る
た
め
、
財
政
再

建
計
画
の
進
捗
を
確
認
す
る
ほ

か
、
社
会
情
勢
や
現
文
化
会
館

の
状
況
等
を
踏
ま
え
て
協
議
し

て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

里
地
里
山
を
守
る
取
り
組

み
に
つ
い
て

　
里
地
里
山
の
良
好
な
保
全
に

は
、
農
林
業
な
ど
に
関
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
の
働
き
か
け
を
通

じ
て
環
境
が
形
成
・
維
持
さ
れ

て
き
た
。
健
全
に
維
持
す
る
こ

と
が
、
本
市
の
重
要
な
問
題
と

考
え
る
が
、
里
地
里
山
に
対
す

る
本
市
の
取
り
組
み
、
考
え
は
。

　
里
山
を
守
る
た
め
に
は
適
切

な
整
備
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

森
林
組
合
及
び
自
伐
林
家
と
連

携
し
、
国
や
県
か
ら
の
支
援
を

活
用
し
な
が
ら
森
林
整
備
を
推

進
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、平
成
31
年
４
月
に
施

行
さ
れ
る
森
林
経
営
管
理
法
に

基
づ
き
森
林
整
備
を
実
施
し
、間

伐
遅
れ
の
森
林
の
解
消
を
図
る

な
ど
、健
全
な
森
林
の
育
成
に
努

め
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

に
よ
り
、林
業
経
営
の
安
定
化
と

魅
力
あ
る
林
業
の
実
現
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

質

　
　問

回

　
　答

も
の
づ
く
り
企
業
の
支
援

に
つ
い
て

　
福
井
市
財
政
再
建
計
画
は
、

縮
小
均
衡
を
目
指
す
も
の
で
は

あ
る
が
、
一
方
で
は
「
福
井
市

の
成
長
戦
略
」
を
構
築
し
、
稼

げ
る
産
業
の
育
成
が
急
務
と
な

る
。
そ
の
中
で
も
、
こ
れ
ま
で

福
井
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
「
も

の
づ
く
り
」
に
対
す
る
支
援
の

方
針
を
伺
う
。

　
ふ
く
い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市

圏
ビ
ジ
ョ
ン
に
新
製
品
開
発
支

援
や
新
事
業
創
出
支
援
を
掲
げ

て
お
り
、
圏
域
の
強
み
を
生
か

し
な
が
ら
新
た
な
価
値
の
創
出

を
支
援
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
国
の
同
意
を
受
け
た

福
井
市
導
入
促
進
基
本
計
画
に

よ
る
固
定
資
産
税
の
軽
減
や
、

国
の
も
の
づ
く
り
・
サ
ー
ビ
ス

補
助
金
の
優
先
的
採
択
な
ど
、

市
内
企
業
の
設
備
投
資
を
支
援

し
て
お
り
、
今
後
も
本
市
の
も

の
づ
く
り
企
業
の
競
争
力
強
化

に
取
り
組
む
。

質

　
　問

回

　
　答

福
井
市
の
障
が
い
者
雇
用

差
別
的
で
不
適
切
な
求
人

の
改
善
を
求
め
る

　
障
が
い
者
雇
用
の
不
適
切
な

求
人
に
つ
い
て
、「
自
力
で
通
勤

で
き
る
」
や
「
介
護
者
な
し
で
業

務
遂
行
が
可
能
」な
ど
、
国
と
同

様
に
福
井
市
で
も
受
験
資
格
に

規
定
し
て
い
る
の
は
、
障
が
い
者

排
除
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
不

適
切
な
規
定
だ
と
認
め
、
謝
罪
、

見
直
し
す
る
考
え
は
。
ま
た
、
労

働
、雇
用
確
保
の
環
境
整
備
や
支

援
策
の
抜
本
改
善
は
。

　
受
験
資
格
に
あ
る
「
介
助
者

な
し
に
受
験
及
び
通
勤
・
職
務

遂
行
が
可
能
な
こ
と
」
の
文
言

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
社
会
情

勢
に
照
ら
し
た
場
合
、
適
当
で

な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
、
関

係
法
令
や
社
会
情
勢
に
沿
っ
た

も
の
と
な
る
よ
う
、
早
期
に
改

善
す
る
。
ま
た
、バ
リ
ア
フ
リ
ー

な
ど
の
職
場
環
境
に
考
慮
し
た

人
事
異
動
も
行
う
な
ど
、
障
が

い
を
持
つ
職
員
が
継
続
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

中
核
市
移
行
に
つ
い
て

　
中
核
市
移
行
に
よ
り
業
務
内

容
が
変
わ
る
職
場
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
に
県
と
連
携
す
る
の

か
。
ま
た
、
困
難
な
事
案
な
ど

が
発
生
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

　
本
年
度
の
県
へ
の
重
要
要
望

で
は
、
移
譲
事
務
に
関
す
る

「
広
域
的
な
調
整
や
情
報
交
換
」

及
び
「
県
が
開
催
す
る
勉
強
会

等
へ
の
市
職
員
の
参
加
受
入
」

を
要
望
し
、
現
在
、
そ
の
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
、
担
当
所

属
間
で
の
協
議
を
始
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
中
核
市
移
行
後
は
、

保
健
所
や
廃
棄
物
対
策
な
ど
、

特
に
専
門
性
が
高
く
、
県
と
の

連
携
が
必
要
な
分
野
に
お
い
て
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
県
職
員
の
受

け
入
れ
を
予
定
し
て
い
る
。

　
移
譲
事
務
を
万
全
の
体
制
で

運
営
し
、
市
民
生
活
に
支
障
が

生
じ
な
い
よ
う
、
今
後
さ
ら
に

県
と
の
協
議
を
進
め
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

ご
し
ゅ
い
ん
ち
ょ
う

志政会

みずしま　 ひであき
議
員

一真会

ほりえ　 ひろみ
議
員

市民クラブ

むらた　 こういち
議
員

志政会

ふじた　 さとし
議
員

日本共産党議員団

にしむら　 きみこ
議
員

一真会

たなか　 よしのり
議
員

村田 耕一

藤田 諭

西村 公子

田中 義乃

下畑 健二
公明党

しもばた　 けんじ
議
員水島 秀晃

市民クラブ

よしだ　 きんいち
議
員吉田 琴一

堀江 廣海

いずみ

一真会

かずやいずみ
議
員泉 和弥

福野 大輔
一真会

ふくの　 だいすけ
議
員
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ふくいふくい

皆
川
　
信
正
　
　
今
村
　
辰
和

奥
島
　
光
晴
　
　
泉
　
　
和
弥

田
中
　
義
乃
　
　
池
上
　
優
徳

一
真
会

○
バ
ス
運
行
事
業

　
　
地
域
の
足
で
あ
る
バ
ス
を
守

　
　
る
に
は
、学
生
に
利
用
し
て
も

ら
う
こ
と
を
検
討
す
る
な
ど
、抜
本

的
な
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は

　
　
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
路
線
設
定
を
行
っ
て
お
り
、
安

全
確
保
や
、
学
校
周
辺
で
の
送
迎

の
混
雑
解
消
に
も
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
小･

中
学
生
の
利
用
に
応
じ

た
ダ
イ
ヤ
設
定
の
検
討
も
一
つ
の

方
策
と
考
え
ら
れ
る
。

　
今
後
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来

や
、
高
齢
化
の
対
策
と
し
て
、
路

線
バ
ス
の
役
割
、
ニ
ー
ズ
は
多
様

化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

研
究
し
て
い
く
。

問答

堀
川
　
秀
樹
　
　
中
村
　
綾
菜

　
矢
　
修
一

市
民
ク
ラ
ブ

○
手
話
言
語
条
例

　
　
福
井
市
が
制
定
す
る
予
定
の

　
　
条
例
と
、県
の
手
話
言
語
条
例

の
違
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
の
か
。

　
　
県
の
手
話
言
語
条
例
は
、
手

　
　
話
が
言
語
で
あ
る
と
の
認
識

を
共
有
し
、
共
生
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
手
話
の
普
及
と
環
境
の

整
備
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
本
市
が
制
定
を
予

定
し
て
い
る
条
例
は
、
共
生
社
会

の
実
現
の
た
め
、
ま
ず
、
障
が
い

者
が
抱
え
て
い
る
情
報
の
バ
リ
ア

を
取
り
除
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
、

手
話
が
言
語
で
あ
る
と
の
共
通
認

識
の
も
と
、
手
話
言
語
を
含
む
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用

促
進
に
関
す
る
内
容
と
し
て
い
る
。

　
　
障
が
い
の
あ
る
方
全
体
を
網

　
　
羅
し
た
条
例
を
制
定
し
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
関
係
団
体
の
代

表
や
事
務
局
の
担
当
者
か
ら
も
意

見
を
聞
い
て
進
め
て
ほ
し
い
。

加
藤
　
貞
信
　
　
石
丸
　
浜
夫

野
嶋
　
祐
記
　
　
水
島
　
秀
晃

志
政
会

予
算
特
別
委
員
会

各
会
派
に
お
け
る

主
な
質
疑
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
の
活
用
策

に
つ
い
て

　
ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
の
圧
倒
的

臨
場
感
と
音
響
の
迫
力
を
駆
使

し
て
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、

ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
が
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
の
メ
ッ
カ
と
な
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
が
、
開
催
し

て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、プ
ロ
の
占
い
師
に
よ
る

星
占
い
の
開
催
は
多
く
の
集
客

が
見
込
め
る
と
考
え
る
。
現
在
、

平
日
の
夜
は
ほ
と
ん
ど
閉
館
し

て
い
る
た
め
、
利
用
客
増
が
見

込
め
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
10
月
20
日
に
ハ
ピ
リ
ン
ホ
ー

ル
に
て
「
第
１
回
ふ
く
い
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
野
球
大
会
」
が
開
催
さ

れ
盛
況
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
星
占
い

な
ど
、
ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
を
有

効
に
活
用
で
き
る
事
業
は
、
指

定
管
理
者
が
行
う
自
主
事
業
や

貸
し
館
で
の
利
用
と
し
て
実
施

で
き
る
こ
と
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト

企
画
事
業
者
や
団
体
等
へ
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

下
水
道
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

　
現
在
、
実
施
し
て
い
る
下
水

管
の
布
設
替
え
や
耐
震
化
な
ど

の
老
朽
化
対
策
は
、
あ
と
ど
れ

く
ら
い
の
管
路
延
長
で
実
施
さ

れ
、
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
を
要

す
る
の
か
。

　
ま
た
、
今
後
の
整
備
計
画
は
。

　
公
共
下
水
道
長
寿
命
化
計
画

で
は
約
14
㎞
の
対
策
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
平
成
32
年
度

末
ま
で
に
残
る
約
５
㎞
の
対
策

を
実
施
す
る
。
し
か
し
、
耐
用

年
数
を
超
え
る
管
路
の
延
長
は

今
後
も
増
加
し
て
い
く
た
め
、

下
水
道
施
設
全
体
の
状
況
を
把

握
し
な
が
ら
、
予
防
保
全
と
事

後
保
全
を
実
施
す
る
た
め
の
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を

現
在
策
定
中
で
あ
る
。

　
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、

平
成
32
年
度
の
人
口
普
及
率

１
０
０
％
を
目
指
し
て
進
め
て

き
た
が
、
国
庫
補
助
が
縮
小
さ

れ
た
た
め
、
現
在
は
平
成
36
年

度
ま
で
を
目
標
と
し
て
整
備
を

進
め
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

投
票
率
を
上
げ
る
取
り
組

み
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
４
月
に
は
統
一
地

方
選
挙
が
執
行
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
り
、
選
挙
権
年
齢
が
満
18

歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
か

ら
初
め
て
の
市
議
会
議
員
選
挙

と
な
る
が
、
若
者
や
投
票
率
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

　
若
者
に
対
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、
市
内
の
高
校
、
特
別
支

援
学
校
、
大
学
で
の
講
座
等
の

ほ
か
、
公
民
館
で
行
わ
れ
る
新

成
人
の
つ
ど
い
に
お
い
て
選
挙

の
講
話
を
実
施
し
、
若
者
の
政

治
常
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
投
票
率
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
従
来
は
公
共
施
設
の

み
で
あ
っ
た
期
日
前
投
票
所
を

商
業
施
設
６
カ
所
と
大
学
２
カ

所
に
も
開
設
し
、
全
体
で
15
カ

所
と
し
た
ほ
か
、
投
票
所
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
や
混
雑
解
消
に
も

取
り
組
み
、
投
票
の
利
便
性
向

上
を
図
っ
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

常
勤
の
特
別
職
職
員
の
期

末
手
当
改
正
（
賃
上
げ
）
に

つ
い
て

　
今
回
の
常
勤
の
特
別
職
職
員

の
期
末
手
当
改
正
（
賃
上
げ
）

に
憤
り
を
感
じ
て
い
る
。
昨
年

度
、
本
市
は
赤
字
団
体
と
な
り
、

今
年
度
は
職
員
給
与
を
初
め
と

す
る
人
件
費
約
５
億
円
と
事
業

費
約
５
億
円
を
削
減
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、

常
勤
の
特
別
職
の
期
末
手
当
は

上
げ
る
べ
き
で
な
い
と
考
え
る

が
、
所
見
は
。

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
人
事

院
勧
告
や
国
、
県
の
動
向
を
見

な
が
ら
、
一
般
職
員
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
つ
つ
特
別
職
に

お
い
て
も
改
定
を
行
っ
て
き
た
。

今
回
の
改
定
に
つ
い
て
も
、
国

及
び
県
の
対
応
に
準
拠
す
る
中

で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

広
域
交
流
人
口
政
策
と
地

域
経
済
活
性
化
に
つ
い
て

　
大
阪
万
博
２
０
２
５
の
開
催

が
決
定
し
た
。
交
流
人
口
の
増

加
と
経
済
波
及
効
果
が
見
込
ま

れ
る
が
、
本
市
の
所
見
は
。

　
ま
た
、
２
０
２
２
年
度
に
は

北
陸
新
幹
線
敦
賀
駅
開
業
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
大
阪
方
面

へ
の
利
便
性
確
保
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
大
阪
万
博
の
経
済
波
及
効
果

は
約
２
兆
円
と
も
言
わ
れ
て
お

り
、
開
催
に
よ
る
活
気
が
全
国

に
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
万
博
を
訪
れ
る
方
々
に
は

少
し
足
を
延
ば
し
て
本
市
に
も

立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
、
本
市

の
魅
力
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
北
陸
新
幹
線
敦
賀
駅
開
業
後

は
、
乗
り
換
え
が
必
要
と
な
る

た
め
、
特
急
の
運
行
確
保
を
要

望
し
て
い
る
。
今
後
も
県
な
ど

と
連
携
し
、
大
阪
方
面
の
ア
ク

セ
ス
向
上
に
つ
い
て
国
や
Ｊ
Ｒ

へ
要
望
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

要望

島
川
　
由
美
子

公
明
党

問答

問答

要望

要望

問答

問答問答

鈴
木
　
正
樹

日
本
共
産
党
議
員
団

○
地
域
産
業
振
興
事
業

　
　「
福
井
発
！
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

　
　
コ
ン
テ
ス
ト
」
か
ら
実
現
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
は
あ
る
の
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
に
事
業
化
や
商
品

　
　
化
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

は
25
件
あ
り
、
こ
の
う
ち
平
成
28

年
度
の
グ
ラ
ン
プ
リ
で
あ
る
、
県

産
品
で
作
っ
た
防
災
グ
ッ
ズ
「
福

が
こ
い
」
は
、
昨
年
度
テ
ス
ト
販

売
を
行
い
、
現
在
、
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
事
業
化

の
た
め
の
資
金
を
集
め
て
い
る
。

な
お
、
本
市
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
国
が
開
催
す
る

全
国
創
業
ス
ク
ー
ル
選
手
権
の
連

携
コ
ン
テ
ス
ト
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
「
福
が
こ

い
」
が
、
平
成
30
年
２
月
、
中
小

企
業
庁
長
官
賞
を
獲
得
し
、
今
後

さ
ら
な
る
成
長
が
期
待
さ
れ
る
。

○
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
ペ
ー
ス
管
理

事
業

　
　
Ｊ
Ｒ
の
高
架
下
を
活
用
し
た

　
　
屋
根
つ
き
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
ロ

ー
ド
の
整
備
を
求
め
る
意
見
が
あ

る
が
、実
現
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

　
　
福
井
県
並
行
在
来
線
対
策
協

　
　
議
会
で
は
具
体
的
な
議
論
は

始
ま
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
こ
の

よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
も
念

頭
に
置
き
な
が
ら
、
高
架
下
の
有

効
な
活
用
に
つ
い
て
研
究
し
、
ま

た
、
県
に
も
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
　
高
架
下
に
つ
い
て
は
幅
広
い

　
　
活
用
策
が
出
て
く
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
ぜ
ひ
前
向
き
に
検
討

し
て
ほ
し
い
。

○
福
井
市
防
災
セ
ン
タ
ー

　
　
ふ
く
い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市

　
　
圏
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
に
防
災
セ

ン
タ
ー
展
示
・
体
験
施
設
環
境
整

備
事
業
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、圏
域

の
全
市
町
が
対
象
と
な
っ
て
い
る

が
、ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
災
害
時
に
、
住
民
自
ら
が
少

　
　
し
で
も
被
害
軽
減
に
つ
な
が

る
備
え
や
行
動
を
行
え
る
よ
う
、

嶺
北
圏
域
全
体
に
お
け
る
防
災
意

識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
福
井
市

防
災
セ
ン
タ
ー
を
嶺
北
圏
域
に
お

け
る
防
火
・
防
災
に
関
す
る
知
識

や
災
害
時
の
行
動
を
学
ぶ
場
と
位

置
づ
け
、
展
示
施
設
や
体
験
施
設

の
一
部
に
つ
い
て
改
修
す
る
事
業

で
あ
る
。

　
　
近
年
は
、
災
害
の
傾
向
が
大

　
　
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
た

め
、
実
効
性
の
あ
る
体
験
が
で
き

る
施
設
に
し
て
ほ
し
い
。

○
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本

計
画
と
ご
み
処
理
の
問
題

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め
、身

　
　
近
な
資
源
回
収
拠
点
を
増
や

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
身
近
な
資
源
ご
み
回
収
拠
点

　
　
の
設
置
は
、
ご
み
の
減
量
化

を
進
め
る
上
で
も
重
要
と
考
え
る
。

現
在
、
市
が
設
置
す
る
資
源
回
収

拠
点
「
わ
け
る
ば
」
な
ど
の
周
知

や
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
回
収

拠
点
の
拡
充
に
向
け
、
民
間
事
業

者
と
の
協
議
や
、
新
た
な
市
有
施

設
で
の
設
置
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

志政会

ごとう　 ひろゆき
議
員

無所属（青空の会）

こんどう みのる
議
員

市民クラブ

ほりかわ　 ひでき
議
員

志政会

たきなみ　 しげる
議
員

後藤 裕幸

近藤 實

堀川 秀樹

瀧波 滋

伊藤 洋一
志政会

いとう　 よういち
議
員

13　No.212 No.212　12



ふくいふくい

皆
川
　
信
正
　
　
今
村
　
辰
和

奥
島
　
光
晴
　
　
泉
　
　
和
弥

田
中
　
義
乃
　
　
池
上
　
優
徳

一
真
会

○
バ
ス
運
行
事
業

　
　
地
域
の
足
で
あ
る
バ
ス
を
守

　
　
る
に
は
、学
生
に
利
用
し
て
も

ら
う
こ
と
を
検
討
す
る
な
ど
、抜
本

的
な
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は

　
　
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
路
線
設
定
を
行
っ
て
お
り
、
安

全
確
保
や
、
学
校
周
辺
で
の
送
迎

の
混
雑
解
消
に
も
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
小･

中
学
生
の
利
用
に
応
じ

た
ダ
イ
ヤ
設
定
の
検
討
も
一
つ
の

方
策
と
考
え
ら
れ
る
。

　
今
後
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来

や
、
高
齢
化
の
対
策
と
し
て
、
路

線
バ
ス
の
役
割
、
ニ
ー
ズ
は
多
様

化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

研
究
し
て
い
く
。

問答

堀
川
　
秀
樹
　
　
中
村
　
綾
菜

　
矢
　
修
一

市
民
ク
ラ
ブ

○
手
話
言
語
条
例

　
　
福
井
市
が
制
定
す
る
予
定
の

　
　
条
例
と
、県
の
手
話
言
語
条
例

の
違
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
の
か
。

　
　
県
の
手
話
言
語
条
例
は
、
手

　
　
話
が
言
語
で
あ
る
と
の
認
識

を
共
有
し
、
共
生
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
手
話
の
普
及
と
環
境
の

整
備
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
本
市
が
制
定
を
予

定
し
て
い
る
条
例
は
、
共
生
社
会

の
実
現
の
た
め
、
ま
ず
、
障
が
い

者
が
抱
え
て
い
る
情
報
の
バ
リ
ア

を
取
り
除
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
、

手
話
が
言
語
で
あ
る
と
の
共
通
認

識
の
も
と
、
手
話
言
語
を
含
む
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用

促
進
に
関
す
る
内
容
と
し
て
い
る
。

　
　
障
が
い
の
あ
る
方
全
体
を
網

　
　
羅
し
た
条
例
を
制
定
し
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
関
係
団
体
の
代

表
や
事
務
局
の
担
当
者
か
ら
も
意

見
を
聞
い
て
進
め
て
ほ
し
い
。

加
藤
　
貞
信
　
　
石
丸
　
浜
夫

野
嶋
　
祐
記
　
　
水
島
　
秀
晃

志
政
会

予
算
特
別
委
員
会

各
会
派
に
お
け
る

主
な
質
疑
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
の
活
用
策

に
つ
い
て

　
ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
の
圧
倒
的

臨
場
感
と
音
響
の
迫
力
を
駆
使

し
て
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、

ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
が
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
の
メ
ッ
カ
と
な
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
が
、
開
催
し

て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、プ
ロ
の
占
い
師
に
よ
る

星
占
い
の
開
催
は
多
く
の
集
客

が
見
込
め
る
と
考
え
る
。
現
在
、

平
日
の
夜
は
ほ
と
ん
ど
閉
館
し

て
い
る
た
め
、
利
用
客
増
が
見

込
め
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
10
月
20
日
に
ハ
ピ
リ
ン
ホ
ー

ル
に
て
「
第
１
回
ふ
く
い
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
野
球
大
会
」
が
開
催
さ

れ
盛
況
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
星
占
い

な
ど
、
ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
を
有

効
に
活
用
で
き
る
事
業
は
、
指

定
管
理
者
が
行
う
自
主
事
業
や

貸
し
館
で
の
利
用
と
し
て
実
施

で
き
る
こ
と
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト

企
画
事
業
者
や
団
体
等
へ
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

下
水
道
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

　
現
在
、
実
施
し
て
い
る
下
水

管
の
布
設
替
え
や
耐
震
化
な
ど

の
老
朽
化
対
策
は
、
あ
と
ど
れ

く
ら
い
の
管
路
延
長
で
実
施
さ

れ
、
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
を
要

す
る
の
か
。

　
ま
た
、
今
後
の
整
備
計
画
は
。

　
公
共
下
水
道
長
寿
命
化
計
画

で
は
約
14
㎞
の
対
策
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
平
成
32
年
度

末
ま
で
に
残
る
約
５
㎞
の
対
策

を
実
施
す
る
。
し
か
し
、
耐
用

年
数
を
超
え
る
管
路
の
延
長
は

今
後
も
増
加
し
て
い
く
た
め
、

下
水
道
施
設
全
体
の
状
況
を
把

握
し
な
が
ら
、
予
防
保
全
と
事

後
保
全
を
実
施
す
る
た
め
の
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を

現
在
策
定
中
で
あ
る
。

　
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、

平
成
32
年
度
の
人
口
普
及
率

１
０
０
％
を
目
指
し
て
進
め
て

き
た
が
、
国
庫
補
助
が
縮
小
さ

れ
た
た
め
、
現
在
は
平
成
36
年

度
ま
で
を
目
標
と
し
て
整
備
を

進
め
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

投
票
率
を
上
げ
る
取
り
組

み
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
４
月
に
は
統
一
地

方
選
挙
が
執
行
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
り
、
選
挙
権
年
齢
が
満
18

歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
か

ら
初
め
て
の
市
議
会
議
員
選
挙

と
な
る
が
、
若
者
や
投
票
率
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

　
若
者
に
対
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、
市
内
の
高
校
、
特
別
支

援
学
校
、
大
学
で
の
講
座
等
の

ほ
か
、
公
民
館
で
行
わ
れ
る
新

成
人
の
つ
ど
い
に
お
い
て
選
挙

の
講
話
を
実
施
し
、
若
者
の
政

治
常
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
投
票
率
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
従
来
は
公
共
施
設
の

み
で
あ
っ
た
期
日
前
投
票
所
を

商
業
施
設
６
カ
所
と
大
学
２
カ

所
に
も
開
設
し
、
全
体
で
15
カ

所
と
し
た
ほ
か
、
投
票
所
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
や
混
雑
解
消
に
も

取
り
組
み
、
投
票
の
利
便
性
向

上
を
図
っ
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

常
勤
の
特
別
職
職
員
の
期

末
手
当
改
正
（
賃
上
げ
）
に

つ
い
て

　
今
回
の
常
勤
の
特
別
職
職
員

の
期
末
手
当
改
正
（
賃
上
げ
）

に
憤
り
を
感
じ
て
い
る
。
昨
年

度
、
本
市
は
赤
字
団
体
と
な
り
、

今
年
度
は
職
員
給
与
を
初
め
と

す
る
人
件
費
約
５
億
円
と
事
業

費
約
５
億
円
を
削
減
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、

常
勤
の
特
別
職
の
期
末
手
当
は

上
げ
る
べ
き
で
な
い
と
考
え
る

が
、
所
見
は
。

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
人
事

院
勧
告
や
国
、
県
の
動
向
を
見

な
が
ら
、
一
般
職
員
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
つ
つ
特
別
職
に

お
い
て
も
改
定
を
行
っ
て
き
た
。

今
回
の
改
定
に
つ
い
て
も
、
国

及
び
県
の
対
応
に
準
拠
す
る
中

で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

広
域
交
流
人
口
政
策
と
地

域
経
済
活
性
化
に
つ
い
て

　
大
阪
万
博
２
０
２
５
の
開
催

が
決
定
し
た
。
交
流
人
口
の
増

加
と
経
済
波
及
効
果
が
見
込
ま

れ
る
が
、
本
市
の
所
見
は
。

　
ま
た
、
２
０
２
２
年
度
に
は

北
陸
新
幹
線
敦
賀
駅
開
業
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
大
阪
方
面

へ
の
利
便
性
確
保
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
大
阪
万
博
の
経
済
波
及
効
果

は
約
２
兆
円
と
も
言
わ
れ
て
お

り
、
開
催
に
よ
る
活
気
が
全
国

に
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
万
博
を
訪
れ
る
方
々
に
は

少
し
足
を
延
ば
し
て
本
市
に
も

立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
、
本
市

の
魅
力
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
北
陸
新
幹
線
敦
賀
駅
開
業
後

は
、
乗
り
換
え
が
必
要
と
な
る

た
め
、
特
急
の
運
行
確
保
を
要

望
し
て
い
る
。
今
後
も
県
な
ど

と
連
携
し
、
大
阪
方
面
の
ア
ク

セ
ス
向
上
に
つ
い
て
国
や
Ｊ
Ｒ

へ
要
望
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

要望

島
川
　
由
美
子

公
明
党

問答

問答

要望

要望

問答

問答問答

鈴
木
　
正
樹

日
本
共
産
党
議
員
団

○
地
域
産
業
振
興
事
業

　
　「
福
井
発
！
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

　
　
コ
ン
テ
ス
ト
」
か
ら
実
現
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
は
あ
る
の
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
に
事
業
化
や
商
品

　
　
化
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

は
25
件
あ
り
、
こ
の
う
ち
平
成
28

年
度
の
グ
ラ
ン
プ
リ
で
あ
る
、
県

産
品
で
作
っ
た
防
災
グ
ッ
ズ
「
福

が
こ
い
」
は
、
昨
年
度
テ
ス
ト
販

売
を
行
い
、
現
在
、
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
事
業
化

の
た
め
の
資
金
を
集
め
て
い
る
。

な
お
、
本
市
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
国
が
開
催
す
る

全
国
創
業
ス
ク
ー
ル
選
手
権
の
連

携
コ
ン
テ
ス
ト
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
「
福
が
こ

い
」
が
、
平
成
30
年
２
月
、
中
小

企
業
庁
長
官
賞
を
獲
得
し
、
今
後

さ
ら
な
る
成
長
が
期
待
さ
れ
る
。

○
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
ペ
ー
ス
管
理

事
業

　
　
Ｊ
Ｒ
の
高
架
下
を
活
用
し
た

　
　
屋
根
つ
き
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
ロ

ー
ド
の
整
備
を
求
め
る
意
見
が
あ

る
が
、実
現
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

　
　
福
井
県
並
行
在
来
線
対
策
協

　
　
議
会
で
は
具
体
的
な
議
論
は

始
ま
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
こ
の

よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
も
念

頭
に
置
き
な
が
ら
、
高
架
下
の
有

効
な
活
用
に
つ
い
て
研
究
し
、
ま

た
、
県
に
も
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
　
高
架
下
に
つ
い
て
は
幅
広
い

　
　
活
用
策
が
出
て
く
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
ぜ
ひ
前
向
き
に
検
討

し
て
ほ
し
い
。

○
福
井
市
防
災
セ
ン
タ
ー

　
　
ふ
く
い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市

　
　
圏
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
に
防
災
セ

ン
タ
ー
展
示
・
体
験
施
設
環
境
整

備
事
業
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、圏
域

の
全
市
町
が
対
象
と
な
っ
て
い
る

が
、ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
災
害
時
に
、
住
民
自
ら
が
少

　
　
し
で
も
被
害
軽
減
に
つ
な
が

る
備
え
や
行
動
を
行
え
る
よ
う
、

嶺
北
圏
域
全
体
に
お
け
る
防
災
意

識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
福
井
市

防
災
セ
ン
タ
ー
を
嶺
北
圏
域
に
お

け
る
防
火
・
防
災
に
関
す
る
知
識

や
災
害
時
の
行
動
を
学
ぶ
場
と
位

置
づ
け
、
展
示
施
設
や
体
験
施
設

の
一
部
に
つ
い
て
改
修
す
る
事
業

で
あ
る
。

　
　
近
年
は
、
災
害
の
傾
向
が
大

　
　
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
た

め
、
実
効
性
の
あ
る
体
験
が
で
き

る
施
設
に
し
て
ほ
し
い
。

○
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本

計
画
と
ご
み
処
理
の
問
題

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め
、身

　
　
近
な
資
源
回
収
拠
点
を
増
や

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
身
近
な
資
源
ご
み
回
収
拠
点

　
　
の
設
置
は
、
ご
み
の
減
量
化

を
進
め
る
上
で
も
重
要
と
考
え
る
。

現
在
、
市
が
設
置
す
る
資
源
回
収

拠
点
「
わ
け
る
ば
」
な
ど
の
周
知

や
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
回
収

拠
点
の
拡
充
に
向
け
、
民
間
事
業

者
と
の
協
議
や
、
新
た
な
市
有
施

設
で
の
設
置
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

志政会

ごとう　 ひろゆき
議
員

無所属（青空の会）

こんどう みのる
議
員

市民クラブ

ほりかわ　 ひでき
議
員

志政会

たきなみ　 しげる
議
員

後藤 裕幸

近藤 實

堀川 秀樹

瀧波 滋

伊藤 洋一
志政会

いとう　 よういち
議
員
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議 案 番 号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否が分かれた議案
（●印の賛否状況は15頁に掲載）

議 案 番 号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否が分かれた議案
（●印の賛否状況は下部に掲載）

平成 29 年度福井市各会計歳入歳出決算の認定について
平成 29 年度福井市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
平成 29 年度こしの国広域事務組合ＣＡＴＶ事業会計決算の認定について
平成 29 年度福井市ガス事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
平成 29 年度福井市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
福井市外部監査契約に基づく監査に関する条例の制定について
福井市民生委員定数条例の制定について
福井市保護施設等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
福井市社会福祉審議会条例の制定について

福井市指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を
定める条例の制定について

福井市指定障害者支援施設の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例
の制定について

福井市障害福祉サービス事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定
について

福井市障害者支援施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
福井市福祉ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について

福井市地域活動支援センターの設備及び運営に関する基準を定める条例の制定
について

福井市軽費老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
福井市養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について

福井市特別養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例の制定に
について

福井市指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条
例の制定について

福井市介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準を定める条例
の制定について

福井市介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準を定め
る条例の制定について

福井市指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営に関する基準を定める条
例の制定について

福井市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定め
る条例の制定について

福井市指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介護予
防サービス等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定
める条例の制定について

福井市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について

福井市幼保連携型認定こども園の設備及び運営に関する基準等を定める条例の
制定について

福井市認定こども園の認定の要件を定める条例の制定について
福井市保健所設置条例の制定について
福井市保健所運営協議会条例の制定について
福井市保健所事務手数料条例の制定について

福井市食品衛生法に基づく公衆衛生上講ずべき措置に関する基準等を定める条
例の制定について

福井市理容の業を行う場合の衛生措置等を定める条例の制定について

福井市興行場の設置場所及び構造設備並びに衛生措置に関する基準を定める条
例の制定について

福井市旅館業の宿泊者の衛生に必要な措置に関する基準等を定める条例の制定
について

福井市公衆浴場の設置場所及び衛生等に関する基準を定める条例の制定について
福井市化製場等に関する法律施行条例の制定について
福井市医療法施行条例の制定について
福井市クリーニング業を営む者が講ずべき措置を定める条例の制定について
福井市と畜場法施行条例の制定について
福井市美容の業を行う場合の衛生措置等を定める条例の制定について
福井市浄化槽の保守点検業者の登録に関する条例の制定について
福井市感染症診査協議会条例の制定について
福井市屋外広告物条例の制定について
福井市部設置条例の一部改正について
福井市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について
福井市手数料徴収条例の一部改正について
福井市特別会計条例の一部改正について
平成 30 年度福井市一般会計補正予算

福井市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
について

※原則議長（青木幹雄）は採決に加わりません。

原案認定

原案可決及び認定

原案認定

原案可決及び認定

原案可決及び認定

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

不採択

不採択

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

反

反

反

賛

賛

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

賛否が分かれた議案等一覧 賛 …賛成 反 …反対 欠 …欠席

志政会一真会

審議
結果

議案番号

会派名
議員名 公明党

日　本
共産党
議員団

無
所
属

（
青
空
の
会
）

無
所
属市民クラブ

青
木

　幹
雄

近
藤

　實

鈴
木

　正
樹

西
村

　公
子

菅
生

　敬
一

島
川

　由
美
子

下
畑

　健
二

村
田

　耕
一

　矢

　修
一

玉
村

　正
人

中
村

　綾
菜

堀
川

　秀
樹

吉
田

　琴
一

瀧
波

　滋

水
島

　秀
晃

後
藤

　裕
幸

藤
田

　諭

伊
藤

　洋
一

野
嶋

　祐
記

石
丸

　浜
夫

加
藤

　貞
信

福
野

　大
輔

池
上

　優
徳

八
田

　一
以

田
中

　義
乃

泉

　
　和
弥

谷
本

　忠
士

奥
島

　光
晴

堀
江

　廣
海

今
村

　辰
和

見
谷

　喜
代
三

皆
川

　信
正

（12月定例会） 議案等の審議結果
工事請負契約の締結について（順化小学校・順化公民館複合化及び長寿命化改
修工事第１期）

財産の処分について（福井南部商業開発株式会社株式）
福井市にぎわい交流施設の指定管理者の指定について

フェニックス・プラザ及びフェニックス・プラザ自動車駐車場の指定管理者の
指定について

福井市観光物産館の指定管理者の指定について
福井市美山森林温泉みらくる亭の指定管理者の指定について
福井市の児童館の指定管理者の指定について
字の区域の変更について
平成 30 年度福井市一般会計補正予算
平成 30 年度福井市国民健康保険特別会計補正予算
平成 30 年度福井市後期高齢者医療特別会計補正予算
平成 30 年度福井市介護保険特別会計補正予算
平成 30 年度福井市競輪特別会計補正予算
平成 30 年度福井市簡易水道特別会計補正予算
平成 30 年度福井市宅地造成特別会計補正予算
平成 30 年度福井市中央卸売市場特別会計補正予算
平成 30 年度福井市集落排水特別会計補正予算
平成 30 年度福井市地域生活排水特別会計補正予算
平成 30 年度福井市福井駅周辺整備特別会計補正予算
平成 30 年度福井市下水道事業会計補正予算
平成 30 年度福井市ガス事業会計補正予算
平成 30 年度福井市水道事業会計補正予算
福井市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部改正について

福井市職員の給与に関する条例及び福井市一般職の任期付職員の採用等に関す
る条例の一部改正について

平成 30 年度福井市一般会計補正予算

福井市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正に
ついて

第 86 号議案
第 87 号議案
第 88 号議案
第 89 号議案
第 90 号議案
第 94 号議案
第 95 号議案
第 96 号議案
第 97 号議案

第 98 号議案

第 99 号議案

第 100 号議案

第 101 号議案
第 102 号議案

第 103 号議案

第 104 号議案
第 105 号議案

第 106 号議案

第 107 号議案

第 108 号議案

第 109 号議案

第 110 号議案

第 111 号議案

第 112 号議案

第 113 号議案

第 114 号議案

第 115 号議案
第 116 号議案
第 117 号議案
第 118 号議案

第 119 号議案

第 120 号議案

第 121 号議案

第 122 号議案

第 123 号議案
第 124 号議案
第 125 号議案
第 126 号議案
第 127 号議案
第 128 号議案
第 129 号議案
第 130 号議案
第 131 号議案
第 132 号議案
第 133 号議案
第 134 号議案
第 135 号議案
第 136 号議案

第 137 号議案

11月27日
〃
〃
〃
〃

12月18日
〃
〃
〃

〃

〃

〃

〃
〃

〃

〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃
〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃

認定
原案可決及び認定
認定

原案可決及び認定
〃

原案可決
〃
〃
〃

〃

〃

〃

〃
〃

〃

〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃
〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃

●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●
●

●

●

●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

12月18日

〃
〃

〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃

〃

〃

原案可決

〃
〃

〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃

〃

〃

●
●

●

●
●

●

●

第 138 号議案

第 139 号議案
第 140 号議案

第 141 号議案

第 142 号議案
第 143 号議案
第 144 号議案
第 145 号議案
第 146 号議案
第 147 号議案
第 148 号議案
第 149 号議案
第 150 号議案
第 151 号議案
第 152 号議案
第 153 号議案
第 154 号議案
第 155 号議案
第 156 号議案
第 157 号議案
第 158 号議案
第 159 号議案
第 160 号議案

第 161 号議案

第 162 号議案

市会案第23号

第86号議案
第87号議案
第88号議案
第89号議案
第90号議案
第94～137号議案
第142号議案
第143号議案
第146号議案
第159号議案
第160号議案
第162号議案
市会案第23号
請願第15号
陳情第12号

請願・陳情等の審議結果
請願･陳情番号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否の分かれた議案

（●印の賛否状況は下部に掲載）

「消費税増税中止を求める意見書」の提出について

特急「サンダーバード」「しらさぎ」存続のための話し合いを県に求めることに
ついて

12月18日

〃

不採択

〃

請願第 15 号

陳情第 12 号

（12月定例会）
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賛

賛
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賛
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賛
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賛

欠
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欠
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賛

賛
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賛
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賛
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賛
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ふくいふくい

議 案 番 号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否が分かれた議案
（●印の賛否状況は15頁に掲載）

議 案 番 号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否が分かれた議案
（●印の賛否状況は下部に掲載）

平成 29 年度福井市各会計歳入歳出決算の認定について
平成 29 年度福井市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
平成 29 年度こしの国広域事務組合ＣＡＴＶ事業会計決算の認定について
平成 29 年度福井市ガス事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
平成 29 年度福井市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
福井市外部監査契約に基づく監査に関する条例の制定について
福井市民生委員定数条例の制定について
福井市保護施設等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
福井市社会福祉審議会条例の制定について

福井市指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を
定める条例の制定について

福井市指定障害者支援施設の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例
の制定について

福井市障害福祉サービス事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定
について

福井市障害者支援施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
福井市福祉ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について

福井市地域活動支援センターの設備及び運営に関する基準を定める条例の制定
について

福井市軽費老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
福井市養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について

福井市特別養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例の制定に
について

福井市指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条
例の制定について

福井市介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準を定める条例
の制定について

福井市介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準を定め
る条例の制定について

福井市指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営に関する基準を定める条
例の制定について

福井市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定め
る条例の制定について

福井市指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介護予
防サービス等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定
める条例の制定について

福井市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について

福井市幼保連携型認定こども園の設備及び運営に関する基準等を定める条例の
制定について

福井市認定こども園の認定の要件を定める条例の制定について
福井市保健所設置条例の制定について
福井市保健所運営協議会条例の制定について
福井市保健所事務手数料条例の制定について

福井市食品衛生法に基づく公衆衛生上講ずべき措置に関する基準等を定める条
例の制定について

福井市理容の業を行う場合の衛生措置等を定める条例の制定について

福井市興行場の設置場所及び構造設備並びに衛生措置に関する基準を定める条
例の制定について

福井市旅館業の宿泊者の衛生に必要な措置に関する基準等を定める条例の制定
について

福井市公衆浴場の設置場所及び衛生等に関する基準を定める条例の制定について
福井市化製場等に関する法律施行条例の制定について
福井市医療法施行条例の制定について
福井市クリーニング業を営む者が講ずべき措置を定める条例の制定について
福井市と畜場法施行条例の制定について
福井市美容の業を行う場合の衛生措置等を定める条例の制定について
福井市浄化槽の保守点検業者の登録に関する条例の制定について
福井市感染症診査協議会条例の制定について
福井市屋外広告物条例の制定について
福井市部設置条例の一部改正について
福井市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について
福井市手数料徴収条例の一部改正について
福井市特別会計条例の一部改正について
平成 30 年度福井市一般会計補正予算

福井市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
について

※原則議長（青木幹雄）は採決に加わりません。

原案認定

原案可決及び認定

原案認定

原案可決及び認定

原案可決及び認定

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

不採択

不採択

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

反

反

反

賛

賛

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

賛否が分かれた議案等一覧 賛 …賛成 反 …反対 欠 …欠席

志政会一真会

審議
結果

議案番号

会派名
議員名 公明党

日　本
共産党
議員団

無
所
属

（
青
空
の
会
）

無
所
属市民クラブ

青
木

　幹
雄

近
藤

　實

鈴
木

　正
樹

西
村

　公
子

菅
生

　敬
一

島
川

　由
美
子

下
畑

　健
二

村
田

　耕
一

　矢

　修
一

玉
村

　正
人

中
村

　綾
菜

堀
川

　秀
樹

吉
田

　琴
一

瀧
波

　滋

水
島

　秀
晃

後
藤

　裕
幸

藤
田

　諭

伊
藤

　洋
一

野
嶋

　祐
記

石
丸

　浜
夫

加
藤

　貞
信

福
野

　大
輔

池
上

　優
徳

八
田

　一
以

田
中

　義
乃

泉

　
　和
弥

谷
本

　忠
士

奥
島

　光
晴

堀
江

　廣
海

今
村

　辰
和

見
谷

　喜
代
三

皆
川

　信
正

（12月定例会） 議案等の審議結果
工事請負契約の締結について（順化小学校・順化公民館複合化及び長寿命化改
修工事第１期）

財産の処分について（福井南部商業開発株式会社株式）
福井市にぎわい交流施設の指定管理者の指定について

フェニックス・プラザ及びフェニックス・プラザ自動車駐車場の指定管理者の
指定について

福井市観光物産館の指定管理者の指定について
福井市美山森林温泉みらくる亭の指定管理者の指定について
福井市の児童館の指定管理者の指定について
字の区域の変更について
平成 30 年度福井市一般会計補正予算
平成 30 年度福井市国民健康保険特別会計補正予算
平成 30 年度福井市後期高齢者医療特別会計補正予算
平成 30 年度福井市介護保険特別会計補正予算
平成 30 年度福井市競輪特別会計補正予算
平成 30 年度福井市簡易水道特別会計補正予算
平成 30 年度福井市宅地造成特別会計補正予算
平成 30 年度福井市中央卸売市場特別会計補正予算
平成 30 年度福井市集落排水特別会計補正予算
平成 30 年度福井市地域生活排水特別会計補正予算
平成 30 年度福井市福井駅周辺整備特別会計補正予算
平成 30 年度福井市下水道事業会計補正予算
平成 30 年度福井市ガス事業会計補正予算
平成 30 年度福井市水道事業会計補正予算
福井市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部改正について

福井市職員の給与に関する条例及び福井市一般職の任期付職員の採用等に関す
る条例の一部改正について

平成 30 年度福井市一般会計補正予算

福井市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正に
ついて

第 86 号議案
第 87 号議案
第 88 号議案
第 89 号議案
第 90 号議案
第 94 号議案
第 95 号議案
第 96 号議案
第 97 号議案

第 98 号議案

第 99 号議案

第 100 号議案

第 101 号議案
第 102 号議案

第 103 号議案

第 104 号議案
第 105 号議案

第 106 号議案

第 107 号議案

第 108 号議案

第 109 号議案

第 110 号議案

第 111 号議案

第 112 号議案

第 113 号議案

第 114 号議案

第 115 号議案
第 116 号議案
第 117 号議案
第 118 号議案

第 119 号議案

第 120 号議案

第 121 号議案

第 122 号議案

第 123 号議案
第 124 号議案
第 125 号議案
第 126 号議案
第 127 号議案
第 128 号議案
第 129 号議案
第 130 号議案
第 131 号議案
第 132 号議案
第 133 号議案
第 134 号議案
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第 137 号議案
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第 138 号議案

第 139 号議案
第 140 号議案

第 141 号議案

第 142 号議案
第 143 号議案
第 144 号議案
第 145 号議案
第 146 号議案
第 147 号議案
第 148 号議案
第 149 号議案
第 150 号議案
第 151 号議案
第 152 号議案
第 153 号議案
第 154 号議案
第 155 号議案
第 156 号議案
第 157 号議案
第 158 号議案
第 159 号議案
第 160 号議案

第 161 号議案

第 162 号議案

市会案第23号

第86号議案
第87号議案
第88号議案
第89号議案
第90号議案
第94～137号議案
第142号議案
第143号議案
第146号議案
第159号議案
第160号議案
第162号議案
市会案第23号
請願第15号
陳情第12号

請願・陳情等の審議結果
請願･陳情番号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否の分かれた議案

（●印の賛否状況は下部に掲載）

「消費税増税中止を求める意見書」の提出について

特急「サンダーバード」「しらさぎ」存続のための話し合いを県に求めることに
ついて

12月18日

〃

不採択

〃

請願第 15 号

陳情第 12 号

（12月定例会）
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　請願・陳情などは、基本的にいつでも提出できますが、年４回
（３・６・９・12月）開催される定例会で審議されますので、提出時期
等詳細については事前に議会事務局へお問い合わせください。

請願・陳情等の提出について

再生紙を
使用しています。

ベジタブルインクを
使用しています。

なお、本会議、予算特別委員会の模様は、
ケーブルテレビのふくチャンネル121ch
で生中継及び録画放送されます。

※議場は席によって温度差があるため、傍聴の際には温度調整が
　できるような服装でお越しいただくことをおすすめします。

編 集 後 記
　今号も、市議会だよりをご覧い
ただきまして、ありがとうござい
ました。

　今回の特集記事では、特別委員会、視察報告に加え、子育て
世代と議員とのクロストークを企画しました。今後も市民の皆
様に、議会をより身近に感じていただけるような紙面づくりに
努めていきたいと思います。　　　　　　　　 （堀川・中村）

　議員の寄附（お祝い等）については、出す側
ももらう側も、公職選挙法違反に問われます。
　市議会では改めて法令遵守の徹底を申し
合わせましたので、ご理解をお願い申し上げ
ます。

決算特別委員会（～24日）
全国競輪主催地議会議長会役員会、第123回臨時総会（大阪市）
北信越市議会議長会理事会、評議員会（富山市）
全国広域連携市議会協議会正副会長・監事・相談役会議、
理事会（東京都）
議会運営委員会
第45回福井県自治会館組合議会定例会
福井県後期高齢者医療広域連合議会定例会
全国市議会議長会第213回理事会、第105回評議員会（東京都）
第30回都道府県庁所在都市議長会定期総会（福井市）
定例福井県市町総合事務組合議会
議員全員協議会、議会運営委員会
新幹線・並行在来線等対策特別委員会
福井坂井地区広域市町村圏事務組合議会全員協議会、
第173回定例会（あわら市）

10月23日
25日
29日

30日

11月１日

２日

７日
８日
12日
19日
20日

29日

本会議
議会運営委員会
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
総務委員会、教育民生委員会
建設委員会、経済企業委員会
予算特別委員会
予算特別委員会
議会運営委員会
本会議

11月27日
28日

12月３日
４日
５日
６日
７日
12日
13日
14日
18日

お問い合わせお問い合わせ 議会事務局 庶務課 0776‐20‐5506

議会日誌 （平成 30 年 10 ～ 12 月） 12 月定例会

ふくい
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員
25
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し
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詳
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〜
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ー
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定
例
会
（
11
月
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日
〜
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月
18
日
）

12月市
長
提
出
の
議
案
74
件
を
審
議

し
ま
し
た

審
議
結
果
は
14
〜
15
ペ
ー
ジ

主
な
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案
は
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議
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出
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案
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し
ま
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議
結
果
は
15
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議
案
は
５
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選挙違反に問われる
「議員の寄附」禁止にご理解を

本会議

常任委員会

議会運営委員会

議員全員協議会

特別委員会

傍聴できる会議
総務、建設、教育民生、経済企業

予算

定員97人　うち車イス６席 次回は

日程は
ホームページに

掲載します

　　　　　  です
３月定例会

請
願
１
件
、
陳
情
１
件
を
審
議

し
ま
し
た

審
議
結
果
は
15
ペ
ー
ジ

お知らせ

４月１日 福井市は中核市に移行します
　市民に最も近い基礎自治体としてその自主性や自立性を高めることで、さらなる市民サービ
スの向上と人口減少社会や地域間競争に打ち勝つ活力ある地域づくりを実現するため、本市は
平成31年4月1日に中核市に移行することになりました。一方で、市民の声の中には明確な移
行理由が解りにくいとの意見が多数あることも事実です。
　そのため市では、①行政サービスの一元化と迅速化　②市民サービスの充実　③市民の健康や財産を守る体制づくり
④特色あるまちづくりの推進　⑤県都としての役割を果たすための機能強化　以上５つの分野別に項目を挙げ、中核市
移行の主な効果として広報することで理解を求めています。
　私たち福井市議会としても、同日に中核市移行となる山形市・甲府市・寝屋川市の動向を注視し、魅力ある中核市づ
くりに取り組んでいかなければならないと考えています。

No.２１２
平成31年2月10日発行

編集／発行
福井市議会だより編集委員会
福井市大手３丁目10番１号
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１
月
12
日
、福
井
駅
前
で
消
防
出
初
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。昨
年
は
雪
の
た
め
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、今
年
は
市
議
会
議
員

も
多
数
参
加
の
も
と
、盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。


